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1．法人の概要 

（１）基本情報 

 ①法人の名称 

学校法人 四條畷学園 

 

 ②主たる事務所の住所 

  〒574-0001 大阪府大東市学園町６番４５号 

  電話番号：072-876-1321 FAX番号：072-876-4515 

  ホームページ：https://www.shijonawate-gakuen.ac.jp/ 

 

（２）建学の精神 

①建学の精神 

 

報恩感謝 

本学園は、牧田宗太郎、環兄弟によって大正１５年（１９２６年）に設立されました。兄弟は、自

分達が教育界・実業界で世の役に立つことができたのは厳しい中にも慈しみ深い愛情をそそぎ、

教育してくれた母がいたからこそだと、母への感謝と敬愛の念をつねに胸に深く抱いていました。 

そして、母に対する報恩の心を表すために、史情豊かな四條畷の地を選び、ここに教育の理念

を実現させるべく学校を建てようと念願されました。このようにして本学園の母体となった四條畷

高等女学校が設立され、母に対する報恩感謝の念が具現化されたのです。 

この至純なる精神は、本学園建学の精神として後世に引き継がれ、今日の総合学園に至る発

展の歩みを支えるものとなっています。 

 

＊この説明文は本館の前にある創立者牧田宗太郎先生、牧田環先生のレリーフ碑に記載され

た文章をもとに作成しました。 

 

②教育理念 

 

人をつくる 

教育の目的は人をつくることであり、人をつくることは、徳、知、体三育の偏らざる実施とその上に

立つ品性人格の陶冶に依ってのみ可能です。 

 

実践躬行 

品性人格は、単に知識を身につけるだけではなく、身を以て実際に行うことにより習得されます。 

 

Ｍａｎｎｅｒｓ ｍａｋｅｓ ｍａｎ 

礼儀正しい行いを身につけることが、人として成長し、品性人格の備わった人になるこ 

とにつながります。 

 

＊これは、四條畷高等女学校の教育方針の前文と本館の飾り煉瓦にある牧田宗太郎先 

生が自ら刻まれた言葉から構成しています。 

 

③教育方針 

 

個性の尊重 

個々の人が持つ異なる性格と特色ある才能とを尊重し、これを画一化することなく、そ 

れぞれの天賦の才能を探求し、発揮させます。 

 

 

 

 

https://www.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://www.shijonawate-gakuen.ac.jp/
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明朗と自主 

自分たちの未来を信じて、明るく朗らかで、何事にも自主的、積極的に取り組む人を育 

てます。 

 

実行から学べ 

知識は実践を伴ってこそ価値があることを知り、「知って行い、行って知った」という課程を通じて

学ぶ人を育てます。 

 

礼儀と品性 

礼儀と礼節を重んじ、自らの教養を磨く、品性豊かな人を育てます。 

＊高等女学校設立当時の教育方針を尊重し、「個性の尊重」「明朗と自主」「実行から学べ」に 

「礼儀と品性」を追加しました。設立当時は四点目が「貞淑にして温雅」ですが、今の時代にあ 

わせた表現に変更しました。  

 

（３）学校法人の沿革 

 

大正 15年（1926年） 古川橋仮校舎にて四條畷高等女学校 創立 

 

昭和 2年（1927年） 学校を現所在地（四條畷の地）に移転 

 

昭和 4年（1929年） 本館 竣工(現在も使用中) 

 

昭和 16年（1941年） 財団法人 四條畷学園 認可・四條畷学園幼稚園 開園 

 

昭和 22年（1947年） 新制四條畷学園中学校 開校 

 

昭和 23年（1948年） 新制四條畷学園高等学校 開校  

四條畷学園小学校 開校 

 

昭和 26年 (1951年) 学校法人 四條畷学園 認可 

 

昭和 39年（1964年） 四條畷学園女子短期大学（現 四條畷学園短期大学） 開学 

 

平成 3年（1991年） 臨床心理研究所（ICP） 設置 

 

平成 13年（2001年） 短期大学リハビリテーション学科 開設 

 

平成 17年（2005年） 四條畷学園大学 開学 

 

平成 22年（2010年） 中学校・高等学校 6年一貫コース 開設 

 

平成 27年（2015年） 大学看護学部看護学科 開設 

 

平成 30年（2018年） 企業主導型保育園 四條畷学園保育園 開園 

 

令和 2年（2020年） 四條畷学園大学附属幼稚園 幼稚園型認定こども園移行 

 

 令和 5年(2023年) 創立 100周年記念事業（学園町図書館リニューアル） 

 

 令和 6年（2024年） 創立 100周年記念事業（食堂リニューアル） 
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（４）設置する学校・学部・学科等(2024/5/1現在) 

      

     四條畷学園大学 

学  長：木村 友厚 

       ・リハビリテーション学部［理学療法学専攻/作業療法学専攻］ 

所在地：〒574-0011 大阪府大東市北条 5丁目 11番 10号 

電  話：072-863-5043 

・看護学部 

所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-813-2601 

 

四條畷学園短期大学 

学  長：木村 友厚 

・保育学科 

所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-879-7231 

・ライフデザイン総合学科 

所在地：〒574-0011 大阪府大東市北条 4丁目 10番 25号 

電  話：072-876-6171 

 

四條畷学園高等学校  

校  長：白石 秀継 

所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-876-1327 

 

四條畷学園中学校  

校  長：堀井 清史 

  所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-876-2120 

 

四條畷学園小学校 

 校  長：田中 佐知子 

  所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号     

電  話：072-876-8585 

 

認定こども園 四條畷学園大学附属幼稚園  

園  長：中西 邦枝 

 所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-876-2420 

 

企業主導型保育園 四條畷学園保育園 

園  長：山根 德子 

所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-813-2709 

 

    法人本部 

 事務局長：岡本和生 

所在地：〒574－0001 大阪府大東市学園町 6番 45号   

電  話:072-876-1321 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://jh.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://www.ps.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://kg.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://gakuen.localinfo.jp/
https://www.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://un.shijonawate-gakuen.ac.jp/
http://jc.shijonawate-gakuen.ac.jp/
http://jc.shijonawate-gakuen.ac.jp/
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（5）学校・学部・学科等の学生数の状況（2024年 5月 1日現在） 
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（6）収容定員充足率（毎年度 5月 1日現在） 

 

 
 

（７）役員の概要(2024/5/1現在) 

 

①役員（定員 理事：6～9名、監事 2名） 

 

職名 就任年月日 氏名     主な現職等 

理 事 2013/6/1 小谷 明 常勤 業務執行 理事長 

9名 2017/6/1 岡本 和生 常勤 業務執行 法人本部事務局長 

  2019/4/1 木村 友厚  常勤 業務執行 大学・短期大学学長 

  2019/6/1 徳島 和幸 常勤 業務執行 大学・短期大学事務長 

  2021/6/1 堀井 清史 常勤 業務執行 中学校校長 

  2023/6/1 白石 秀継 常勤 業務執行 高等学校校長 

  2017/6/1 仲尾 信一 非常勤 非業務執行 中学校前校長 

  2018/6/1 佐藤 多加志  非常勤 非業務執行 会社経営 

  2023/6/1 大西 寛治 非常勤 非業務執行 会社経営 

監 事 2018/12/1 赤木 謙二 非常勤 - 元会社役員 

2名 2023/6/1 重坂 昇 非常勤 - 元会社役員 
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②役員賠償責任保険契約の状況 

ア.加入保険 

日本私立大学協会「私大協役員賠償責任保険」 

 

イ.補償範囲 

学校法人の役員固有の賠償リスク（経営判断ミスを含む） 

 

ウ.被保険者 

・理事・監事・評議員、理事会で選出された管理職従業員（校園長）、退任役員、及びその 

相続人 

・学校法人 

 

エ.補償対象 

・教職員のミスによる学校事故で、役員が教職員に対する管理責任を問われる場合 

・管理体制不備による学生の個人情報漏洩 

・経営判断ミス 

（例）デリバティブ取引による損失、ハラスメント防止体制の不備、過労自殺、過労死、不当 

解雇など 

 

オ.支払限度額 

1億円 

 

③責任限定契約の状況 

ア.対象者 

非業務執行理事、監事 

 

イ.契約内容 

寄附行為、責任限定契約で定める 50 万円、又は最低責任限度額（年間報酬の 2 倍）の何れ

か高い額を責任限度額とする。但し、悪意又は過失により損害を与えた場合は損害賠償額の

免除無し。 
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（８）評議員の概要（2024/5/1現在） 

 

職名 就任年月日 氏名 主な現職等 

評議員 第１号評議員（法人職員） 2006/6/1 中橋 健司 法人本部企画部長 

25名 2名［定員 1～3名］ 2015/6/1 本山 一士 大学事務部長 

 
第２号評議員（卒業生） 2006/12/1 大西 寛治 会社経営 

 
2名［定員：1～3名］ 2021/6/1 北田 宗男 会社経営 

 
第３号評議員 2005/4/1 北田 和之 小学校校長 

 
（学識経験者） 2006/6/1 髙山 光夫 高等学校元校長 

 
20名［定員：10～25名］ 2006/12/1 山内 康俊  会社経営 

  
2006/12/1 佐藤 多加志  会社経営 

  
2006/12/1 小南 市雄 会社経営 

  
2008/4/1 川﨑 博司 会社経営 

  
2013/6/1 伊泊 理香 医療法人事務局長 

  
2015/4/1 仲尾 信一 中学校前校長 

  
2017/6/1 平田   孝 大学副学長 

  
2017/6/1 岡本 和生 法人本部事務局長 

  
2017/6/1 徳島 和幸 短期大学事務長 

  
2019/4/1 木村 友厚  大学・短期大学学長 

  
2019/6/1 飯田 英佳 高等学校元校長 

  
2019/6/1 鈴木 幸子 大学看護学部学部長 

  
2020/6/1 西脇 健司 高等学校前校長 

  
2020/6/1 廣田 真由美 短期大学副学長 

  
2021/6/1 堀井 清史 中学校校長 

  
2021/6/1 小西 啓悦 大学リハビリテーション学部学部長 

  
2022/6/1 中西 邦枝 幼稚園園長 

  
2023/6/1 白石 秀継 高等学校校長 

 
第 4号議員（理事長） 2013/6/1 小谷 明 理事長 
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（9）教職員の概要（2024/5/1現在） 

 

 
 

2．事業の概要 

 

 次ページ以降の通り。 
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法人本部                                       
Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

1 

 

重点取組事項 

 

 

(1)ＳＧ90－100Plan（長期ビジョン・中計）

の推進 

①第三次中計第三年度におけるアクショ

ンプランを学園内に周知し、進捗状況を

管理します。（全学園での PDCA 継続） 

②第三次中期計数計画と令和 4～5 年

度実績との比較により、変動要因を分析

のうえ、対策等を立案・実施します。 

(1) ＳＧ90－100Plan（長期ビジョン・中

計）の推進 

① 本部及び各校園のアクションプラン

中間実績を常任理事会で確認、

PDCA を継続しました。 

② 第三次中期計数計画と令和 4～5

年度実績との比較により、変動要因

を分析のうえ、対策等を立案・実施

しました。 

(2)都市計画・校地変更への対応 

①学園町キャンパス中央の大東市道買

収に向け、埋設物の移設や撤去など、事

前準備を計画的に進めます。 

②駅前整備事業の進捗に併せ、学園町

キャンパスの正門・東門・幼稚園南側の

車寄せの設計を進めます。 

(2) 都市計画・校地変更への対応 

① 大東市道買収・整備に向け、大東

市、関西電力、大阪ガス等と埋設

物撤去に向けた協議を完了しまし

た。 

② 学園町キャンパスの正門・東門・幼

稚園南側の車寄せの設計を完了し

ました。 

(3)建物・設備の更新 

①総合ホール 1 階食堂のリニューアル設

計施工を完了します。 

②小学校校舎のリニューアル工事の設計

施工を進めます。 

③学園町キャンパス全域の配電設備の

更新を進めます。 

④高等学校本館・東館の外壁・防水工事

と温水プールのリニューアル工事を進めま

す。 

(3) 建物・設備の更新 

① 令和 6 年 10 月に総合ホール食堂

のリニューアル工事を完了しました。 

② 小学校校舎の第二期リニューアル

工事を完了し、第三期～第四期工

事の準備を進めました。 

③ 学園町キャンパス全域の配電設備

更新を完了しました。 

④ 高等学校本館南面・東館の外壁・

防水工事と温水プールのリニューア

ル工事を完了しました。 

(4)創立 100 周年に向けて 

①創立 100 周年記念事業や記念行事、

記念誌発刊等にむけて、準備委員会のミ

ーティングを継続します。 

(4)創立 100 周年に向けて 

① 創立 100 周年記念事業や記念行

事、記念誌発刊等にむけて、各準備

委員会と業者間のミーティング・作

業を継続しています。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

(5)私学法改正に向けた対応 

①令和 7 年 4 月 1 日に施行される改正

私学法に向けて、寄附行為の改正や内

部統制システムの整備等の準備を進めま

す。 

(5)私学法改正に向けた対応 

① 私学法改正に向けて、令和６年４月

の理事会・評議員会で寄付行為改正

を採決し、令和７年１月に文科省の

承認を得ました。また令和６年９月以

降の理事会・評議員会において、内

部統制システム整備に係る諸規程を

採決しました。 

2 

 

 

教育改革サポート 

 

(1)教育・管理システムの高度化 

①老朽化しているコンピューター・サーバ

関連機器を更新します。 

②地域出生率低下に伴う幼稚園園児数

の減少を見据え、経費の科目別に費用対

効果を見極めつつ、運営の効率化を進め

ます。 

(1) 教育・管理システムの高度化 

① 学内のコンピューター・サーバ、ファ

イヤ・ウォールの更新を完了しまし

た。 

② 管理職や預かり保育を含めて幼稚

園教職員の配置と受入れ態勢を見

直しました。 

3 

 

 

財務 (1)学生生徒等納付金の増収、及び経理

の効率化 

①大学学納金の代金回収口座につい

て、web 受付を開始します。 

②施設設備の更新に伴う高等学校の授

業料見直しに向けた準備を進めます。 

(1) 学生生徒等納付金の増収、及び

経理の効率化 

① 大学学納金の振替口座に関する

web 受付を開始しました。 

② 令和 6 年 3 月末の理事会・評議員

会採決を受け、大阪府私学課宛、

令和 7年度からの高等学校授業料

引上げを届出し、承認を得ました。 

(2)外部資金導入等による収入の恒常化 

①「経常費特別補助」獲得基準など、指

標や数値目標を持って大学運営改革を

サポートします。 

②100周年記念寄付金の増加に向けて、

返礼品付寄附金制度を含めた PR活動の

多様化を進めます。 

(2) 外部資金導入等による収入の恒常

化 

① 大学への経常費特別補助獲得に

向け、各目標値の改善に努めました

が、獲得できませんでした。 

② 100 周年記念寄付金の残高は令

和 7年 1月末現在、247件/29百

万円となっています。 

(3)人件費比率の適正化 

①令和 6 年度校園別期末手当の支給水

準を確定します。 

(3) 人件費比率の適正化 

① 経常収支の変化に応じて、校園別

に期末手当の支給水準を見直し

ました。 

（4）経営の合理化進展、効率的な財政 （4）経営の合理化進展、効率的な財政
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

運営、健全な財務体質の維持 

①予算管理、支払管理を徹底します。 

②特殊要因等を分別しながら、校園別予

算及び校園別収支管理を継続します。 

③教職員に向けた財務情報の開示を進

めます。（7.広報とリンク） 

運営、健全な財務体質の維持 

① 各校園の予算管理、支払管理を徹

底しました。 

② 特殊要因等を分別しながら、校園

別予算及び校園別収支管理を継

続しています。 

③ 教職員に向けた財務情報の開示を

進めました。 

4 教職員の育成 (1)「教職協働」の定着 

➀学園広報活動やリスク案件対応を通じ

て、教員と職員間の連携を強化します。 

(1)「教職協働」の定着 

① 法人事務局と各校園との連携会

議、連絡会等を通じて双方のコミュ

ニケーション円滑化に努めました。 

(2)教員の組織的 FD 活動 

①外部コンサルタントによる定期セミナー

を継続し、教職員のレベルアップを図りま

す。 

②自己研鑽手当等を利用した外部研修

受講支援を継続します。 

(2) 教員の組織的 FD 活動 

① 外部コンサルタントによる定期セミナ

ーを継続し、教職員のレベルアップ

を図っています。 

② 自己研鑽手当等を利用した外部研

修受講支援を継続しています。 

5 人事制度全般の見

直し・整備 

(1)教職員の定員管理 

①有期雇用教職員の業務範囲を見直

し、活用できるポストを拡大します。 

② 嘱託教職員の処遇を見直し、募集チ 

ャネルや雇用形態を多様化することで、教

職員の募集力を強化します。 

(1) 教職員の定員管理 

① 業務委託契約者の登用範囲を見

直し、活用できるポストを拡大しまし

た。 

② 嘱託教職員の処遇を見直し、募集

チャネルや雇用形態を多様化する

ことで教職員の募集力を強化しまし

た。 

(2)管理職の育成 

①各校園で次世代を担う管理職候補や

IT リテラシーの高い人材育成に努めます。 

(2) 管理職の育成 

① 各校園で管理職候補を見定め、世

代交代に向けて、人員補強や外部

コンサルタントによる指導育成に努

めています。 

（3）給与体系の全般的な見直し 

➀育児時短勤務の見直しなど、労働基準

法を遵守しつつ、年間を通じて教職員の

効率的かつ健全な働き方を追求します。 

➁高齢者再雇用制度の年齢延長を見据

（3）給与体系の全般的な見直し 

① 育児休暇の対象となる子息の年齢

層を拡大し、また有期雇用教職員

に対する年休の付与基準を見直す

ことで新規採用の環境を改善しまし
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

え、役職者定年制度の見直し等を検討し

ます。 

た。 

② 再雇用定年や役職定年制度の改

正は見送り、教職員個々人の希望

や特性に応じて、再雇用期限を決

定しています。 

6 組織・権限 (1)コンプライアンス・ガバナンスの強化 

①令和 7 年 4 月 1 日に施行される改正

私学法に向けて、寄附行為の改正や内

部統制システムの整備等の準備を進めま

す。 

②監事－内部監査－監査法人に加え、

顧問弁護士や社会保険労務士、産業医

との連携を強化し、法務関連事案や労務

管理上の課題に対し迅速に対応します。 

(1) コンプライアンス・ガバナンスの強化 

① 改正私学法に向けて、理事会運営

規程やコンプライアンス管理規程等

の内部統制システムの整備を完了

しました。 

② 監事－内部監査－監査法人の監

査に加え、顧問弁護士や社会保険

労務士、産業医との連携を強化す

ることで、法務関連事案や労務管

理上の課題に迅速に対応していま

す。 

(2)内部統制、リスク管理機能の強化 

➀人事異動や OJT などにより、事務職員

の多能化を進めます。 

②総務関連事務や資産管理のデジタル

化、見える化を進めます。 

③内部監査担当と監事が連携のうえ、投

資案件、リスク対応事案の監査を強化し

ます。 

(2) 内部統制、リスク管理機能の強化 

➀ 校園間の人事異動や OJT により、

事務職員の多能化を進めました。 

③ ② 申請書、図面や資産管理のデジタ 

④    ル化、見える化を進めました。 

③ 内部監査担当と監事が連携のう

え、投資案件、リスク対応事案の監

査を強化しています。 

7 広報 (1)戦略的広報体制の確立・展開 

①全学広報委員会の運営をサポートし、

全学広報担当と大学・短期大学広報課、

広報担当者間の情報交換により、各校園

の連携を強化します。 

(1) 戦略的広報体制の確立・展開 

① 中高広報連携サポート室と大学・短

大広報課、及び全学広報委員会の

連携により、SNS 関連広報や内部

進学を含む募集力強化に着手しま

した。 

(2)情報公開 

①私学法や補助金助成基準を上回るレ

ベルの HP開示項目を図ります。 

②図表・グラフ等による開示内容の充実

を図ります。 

③財務情報の教職員向け開示を進めま

(2) 情報公開 

① 改正私学法を基準に情報開示の範

囲を拡大しました。 

② 図表・グラフ等による開示を充実し

ました。 

③ 全学教職員会議等で、教職員に向
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

す。（３.財務とリンク） け、学園の財務状況を説明しまし

た。 

8 施設整備・その他 (1)外部評価機関の活用 

①大学の外部認証評価、短期大学の自

己点検評価に向けて、財務・ガバナンス

部門の適切な評価および改善に努めま

す。 

(1) 外部評価機関の活用 

① 大学の機関別認証評価、短期大学

の自己点検評価の財務・ガバナン

ス部門を統括し、特に機関別認証

評価では指摘事項の改善策を進め

ています。 

(2)施設の適切な管理 

①学園町キャンパス全域の配電設備の

更新を進めます。 

② 高等学校本館・東館の外壁・防水工事

と温水プールのリニューアル工事を進

めます。 

（以上、１.重点施策とリンク） 

③ 総合ホールと高校東館のトイレ改修を

進めます。 

(2) 施設の適切な管理 

① 学園町キャンパス全域での配電設

備更新が完了しました。 

② 高等学校本館南面・東館の外壁・

防水工事と温水プールのリニューア

ル工事が完了しました。 

③ 総合ホールのトイレ改修工事を完了

しました。高等学校東館トイレの改

修は令和 7年度に延期しました。 

（3）危機管理と防災対策 

①大東市による道路拡張工事の本格化

にともない、児童・園児・教職員の安全管

理を徹底します。 

（3）危機管理と防災対策 

① 大東市による計画道路拡張工事、

駅前デッキ工事の進捗に伴い、児

童・園児・生徒等の安全確保を徹底

しました。 

（4）都市計画への対応 

①学園町中央の大東市道の買収に向

け、埋設物の移設や撤去など可能な準備

を計画的に進めます。 

②駅前整備事業の進捗に併せ、学園町

キャンパスの正門・東門・幼稚園南側の

車寄せの設計を進めます。（以上、１.重

点施策とリンク） 

（4）都市計画への対応 

① 大東市道買収・整備に向け、大東

市、関西電力、大阪ガス等と埋設物

撤去に向けた協議を完了しました。 

② 学園町キャンパスの正門・東門・幼

稚園南側の車寄せの設計を完了しま

した。 

(5)キャンパスの総合整備 

①総合ホール 1 階食堂のリニューアル設

計と施工を完了します。 

②小学校校舎のリニューアル工事の設計

施工を進めます。（以上、１.重点施策とリ

ンク） 

（5）キャンパスの総合整備 

① 綜合ホール食堂のリニューアル工

事が完了しました。 

③ 小学校校舎のリニューアル工事第

二期が竣工しました。 
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大学                             
Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

１ 重点取組事項 （１）教育の質の向上 

①ｱｾｽﾒﾝﾄ･ﾎﾟﾘｼｰに従い各ﾚﾍﾞﾙの評価主

体･時期に教育･学修成果を可視化･分析し､

三つのﾎﾟﾘｼｰ(ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘ

ｼｰ､ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ)の達成度を評価し､継

続的に必要な教育改善を推進します｡ 

①アセスメント・ポリシーに基づき教

育・学修成果を可視化すするため、

在学生・卒業生・就職先へのアンケ

ートを両学部統一的に実施。 

〇成長度を確かめるため、新たに３

年次のアセスメントテストを実施した

が、結果が教員の肌感覚とギャップ

があり、効果的な活用方法を検討

中。 

（２）募集活動の強化 

①総合型選抜､指定校推薦等年内入試に重

点を置き､各学部の入学定員(ﾘﾊ80､看護80)

を確保します｡ 

②指定校の見直しと関係強化により､指定校

推薦による入学者の増加に努めます｡ 

①リハビリテーション学部 

  PT 33/40 OT 21/40  

  看護学部 90/80 

②指定校増加… PT235 （ +4 ）

OT376（△4） 

看護 37（+5） 

広報・教員が高校訪問し広報活動

中。 

（３）学生支援 

①入学前及び初年次教育を通じて基礎学

力向上､主体的学修習慣の醸成､教養教育

の充実を推進します｡ 

②ｱｾｽﾒﾝﾄﾃｽﾄ結果や各種分析等に基づ

き､継続的な学生支援体制の改善とともに､

各学生の資質･学力に応じた個人指導を行

います｡ 

③初年次から国家試験対策を意識した指導

を徹底します｡ 

①リハ：入学前教育⇒今年度も国語

の導入を継続 

看護：初年次教育の一つである必修

科目「アカデミックスキルズ」を専任

10 名で担当し、主体的な学修姿勢

の習得を促進している。 

〇教養教育検討会議で初年次教

育を含めた教養教育の在り方を検

討中。 

②個別のテスト結果を個人面談に

活用中 

③リハ…１年生授業の中で国試過

去問に触れ、早期に受験準備 

看護…今年度も模擬問題作成ソフト

導入、     成績不振学生の個

別指導強化 

２ 教育内容・水準

の充実 

（１）学生満足度の高い教育の提供 

①ｱｾｽﾒﾝﾄ･ﾎﾟﾘｼｰに基づき､教育･学修成果

を評価･分析し､学生満足度向上につながる

改善をめざします。 

②ﾉｳﾊｳ共有化や内外の研修会への積極的

参加や教員相互の授業参観等､FD･SD 活動

の充実により教職員の教育･指導ｽｷﾙの向

上を図ります｡ 

③学生の学修進捗度に応じた教育や優れた

能力を伸ばす教育の機会を提供し､学生満

足度を高めます｡ 

①学修成果の可視化を検討中 

②・8月 FD・SD研修会：学生が主体

的に学べる環境作り（関大山田先

生） 

  ・教員授業参観実施中 

③低迷学生…能力に合わせた個別

指導実施 

優秀学生…講義や演習で、上級生

として協力・アド バイスすることによ

り、指導力や対人スキルが向上し

た。 



- 15 - 

 

Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

（２）自己ｱｾｽﾒﾝﾄ体制の確立 

①自己点検･自己評価委員会が主導し､内

部質保証のための PDCA ｻｲｸﾙを有効に機

能させます｡ 

②2024 年 11 月受審予定の第三者認証評

価で｢適合｣認定されるよう体制整備､準備に

努めます｡ 

①5月、7月委員会を開催し、「令和

6 年度自己点検報告書」を承認、評

価機構へ提出。 

②第三者認証評価を受審。「適合」

認定を受けた。 

（３）ICTを活用した教育環境の整備と効果的

な教育手法導入を検討します｡ 

〇リハでは認知機能の評価やリハビ

リに活用できる「心身機能解析用ドラ

イビングシミュレータ」導入。 

３ 教育・研究基盤

の 

整備及び環境の

充実 

（１）教育･研究環境の充実 

①科研費獲得や健康科学研究所研究支援

資金の有効活用を推進します｡ 

②｢教育の質保証｣で求められる内容等を踏ま

えた､教育環境の整備に努めます｡ 

③実践教育ｾﾝﾀｰの機能を充実し､在学生及

び卒業生の大学院進学等を積極的に支援し

ます｡ 

④東南ｱｼﾞｱ等の海外大学との交流を推進

します｡ 

①健康科学研究所…前期採択：リ

ハ 1件、看護 1件 

       後期採択：リハ 1 件、看

護 1件 

②令和 6 年度改革総合支援事業

「Type1」29点 

③実践教育センター本格稼働 

④リハ…海外地域リハ、ベトナムでの

研究に 2年次生 10名参加。 

（２）実習施設の充実 

①新規実習施設開拓や実習指導員養成を

推進します｡ 

②ｺｱの実習施設や実習指導員との連携を

強化します｡  

(ﾘﾊ)臨床実習指導者会議､卒業生対象分

科会他 

(看護)看護学に関する研究指導他 

③看護学部では臨床実習の実効性を高める

べく学内にあるｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ機器等を効果的

に活用します｡                                                                                                                                               

①新規開拓数 

OT：6 施設、PT：19 施設、看護：5

施設開拓 

②リハ：指導者会議及び分科会開

催中 

看護：教員 2 名が実習先に赴き研

究講義等を実施 

③当該機器を老年領域から成人

(慢性)領域に移管 

実践論の演習、学内実習等で有効

活用中 

（３）卒業生ﾈｯﾄﾜｰｸの充実 

①卒業生の情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを構築します｡ 

②卒業生交流ｲﾍﾞﾝﾄの開催に積極的に取り

組みます｡ 

③卒業生意見を教育の質の向上に活用でき

る仕組みを構築します｡ 

① リハ…分科会活動や転職

情報の提供が中心 

看護…卒業生アドレスリスト作成。ホ

ームカミングデーや実践教育センタ

ー行事への案内等に活用    

②OCに卒業生が協力参加 

看護…10/19 ホームカミングデ-開

催  

③「学生代表と学部長・学科長懇談

会」看護にて 1/30に実施 

（４）専門書の新旧入れ替えやﾚｲｱｳﾄ等の変

更による利便性向上により､図書館利用率を

ｱｯﾌﾟします｡ 

〇北条…新しい専門書への入れ替

え推進及びテーマ展示の継続 

〇学園町…前期ガイダンス 2 回終

了及びテーマ展示の開始(7 月～8

月) 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

４ 

 

社会貢献・文化

活動の推進 

（１）積極的な地域貢献 

①公開講座の充実による地域住民への貢

献に努めます｡ 

②行政､地域企業､他大学等と連携し､住み

やすい街づくりに貢献します｡ 

③障害者ｽﾎﾟｰﾂやﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ､あるいは老

年看護学等の専門性を活かした助言や活動

を通して､社会貢献に積極的に取り組みま

す｡ 

①7 月 第 20 回市民公開講座実

施 

②リハ…JICA 広報支援、チェアース

キー指導員、体操競技トレーナー、

交野市介護認定審査会、四條畷保

健所難病患者地域支援推進事業 

看護…病院等看護師の研究指導が

中心 

③四條畷市と連携協定を締結し、

「なわて健康ラボ」を定期開催中 

５ 

 

 

学生募集 (1) 重点エリア並びに高大連携高校をはじめ

とした重点指定高校に対し、各学科・専

攻の特性を踏まえたきめ細やかなアプロ

ーチのもと、オープンキャンパスへの参加

者の増強に努めます。 

＜PT＞意欲の高い学生の確保に注力しま

す。 

＜OT＞職種の認知度向上に努めた活動

に注力します。 

＜看護＞面倒見の良さ等、他大学との差

別化に注力します。 

① 重点指定校のニーズを的確にとらえた

高大接続強化により、指定校推薦入学

者を増やします。 

② 学園高校との連携を通して、医療分野

の理解が深まる教育・広報活動等により

内部進学者の増加に努めます。 

ＨＰやSNS等の媒体を効果的に活用し、高校

低学年生徒への本学知名度の浸透を図りま

す。 

OC生徒参加実績（8/末まで累計） 

 PT：120（-83）、OT：79(+1)、 看

護：333(±0) 

①以下戦略的アプローチ実施 

 重点校 5 校（東大阪大学敬愛・

あべの翔学・緑風冠、枚方津

田、好文学園女子）で単独ガイ

ダンス(模擬授業含む)実施 

 ガイダンス業者との関係強化に

より参加生徒数大幅増加 

 本学 HP の閲覧者拡大のため自

前で発信 

 高校 1,2年生の OC参加者に対

して、郵送・メール・電話で入試

案内 

 遠隔地学生給付奨学金制度認

知拡大の為。対象地域(九州・

四国)へのガイダンス参加強化 

 SNS(X)連動により OC や授業風

景を掲載 

②新 HP リリースによる見やすさ、イメ

ージおよび情報掲載スピードが

向上 

〇内部進学結果…PT3（＋2）、OT2

（-2）、看 8（+2） 

６ 

 

進路対策・就職

対策 

①ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰの機能向上により､効果的な

就職活動を支援します｡ 

②実践教育ｾﾝﾀｰを通じ､卒業生の転職･復

職等を支援する人材ﾊﾞﾝｸ的機能をめざしま

す｡ 

①看護…卒業者 72名全員就職. 

リハ…卒業者 56名中 54名就職 

②6/20 卒業生を対象に臨床相談

会を実施。相談内容は看護師へ

の復職、大学院への進学、専科

の変更等 

７ 災害対策への取

組 

｢危機管理ﾏﾆｭｱﾙ｣に基づき､防災訓練の実

施等により､緊急災害時の対応力の向上に

努めます｡ 

①消防訓練実施（9/6：リハ、11/8：

看護） 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

８ その他 （１）事務品質の向上 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ遵守を土台とし､多能化や業務

の効率化を進め､ﾘｽｸ管理を強化します｡ 

①円滑な学生対応に向け､事務品質を維持･

向上します｡ 

②外部研修会への積極的な参加により知識

を向上､事務ﾌﾟﾛｾｽを改善します｡ 

③業務ﾐｽ､ﾄﾗﾌﾞﾙ､ﾋﾔﾘﾊｯﾄを迅速に報告､問

題点･対応策を共有し､ﾘｽｸ意識を強化しま

す｡ 

（２）学生支援ｾﾝﾀｰの活性化により教育ｻｰﾋﾞ

ｽの向上 

①大学･短期大学の共通ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ化を推

進します｡ 

②各事務室業務とのｾｸﾞﾒﾝﾄ化を図り､事務

の効率化を推進します｡ 

 

①証明書自動発行機導入検討中 

②若手職員を中心に外部研修に積

極的に参加 

③「報・連・相」を徹底し、業務ミスや

トラブルが発生した際には迅速に対

応した。 

②非常勤等出退勤管理合理化 

  （２）学生支援ｾﾝﾀｰの活性化により教育ｻｰﾋﾞ

ｽの向上 

①大学･短期大学の共通ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ化を推

進します｡ 

②各事務室業務とのｾｸﾞﾒﾝﾄ化を図り､事務

の効率化を推進します｡ 

①入試企画業務・科研費・報告業

務他のセンター集約推進 

②非常勤等出退勤管理合理化 
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短期大学                                      
Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

1 

 

重点取組事項 

 

(1) 収容定員の充足  

重点ｴﾘｱ･指定校への効果的な活動により､募集定

員 180名(保育 100名､ﾗｲﾌ 80名)の入学者の確

保に努めます。 

一方、少子化の影響により環境が急激に変化して

おり、文部科学省は教育の質の向上、適切な運営

体制を求めていることから、近隣他学の収容定員

状況等を踏まえ、適正な収容定員等について検討

していきます。 

(1) 収容定員の充足 

募集定員 180 名に対し、94 名

（52％）となり、充足せず。 

※保育 45 名（45％）、ﾗｲﾌ 49 名

（61％） 

令和 8年度より募集定員を 100名

（保育 60 名、ﾗｲﾌ 40 名）に見直

し、適切な運営体制の構築に取り

組む。 

(2) 教育の質の向上 

短期大学における 3 つのﾎﾟﾘｼｰ(ﾃﾞィﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｶ

ﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ)に基づき､ｱｾｽﾒ

ﾝﾄﾎﾟﾘｼｰに従って学修成果の達成状況を評価し､教

育の質の向上に努めるとともに､早い段階から就職

活動のｻﾎﾟｰﾄに努めます｡ 

就職･進学支援を目的に､各種資格検定試験等へ

のｻﾎﾟｰﾄ体制の充実に努めます｡ 

(2) 教育の質の向上 

授業評価ｱﾝｹｰﾄや公開授業参観

通し､教学委員会が中心となり､出

された意見をﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸする等教

育の質の向上に努めた｡ 

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ総合学科において 生

の履修状況を確認するとともに､社

会･地域が求める学修成果や資格

を検証し､ｶﾘｷｭﾗﾑの見直しを行っ

た｡ 

両学科ともに､新資格を導入し、取

得へのｻﾎﾟｰﾄを通して教育の質の

向上に努めた。 

(3) 学生支援 

学生の学びの状況等把握に努め､親身な生活･学

習面のｻﾎﾟｰﾄ､保護者との密な連携等により､休学･

退学の可能性がある学生に対し丁寧な対応に努め

ます｡ 

 

(3)学生支援 

学生の特性等を学科内で共有し､

担当によるきめ細やかな面談､ｻﾎﾟ

ｰﾄを行うとともに､保護者との懇談会

を通じてｻﾎﾟｰﾄ体制を説明するとと

もに､丁寧な対応に努めた｡ 

 ※休学 1名  退学 4 名 

(2023年 休学 0名 退学 16名) 

 

｢障がい学生支援に関する基本方

針｣に基づき設備状況も含めた支

援体制につき具体的に検討した。 

FD・SD 研修として「生成ＡＩ研修」を
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

実施した。 

2 

 

 

教育内容･水準の

充実 

 

(1)共通 

学生の学修機会の確保を図り､質の向上を目指し

ます｡ 

① ｢課題発見･対応能力｣を高めるため､ｱｸﾃｨﾌﾞﾗ

ｰニﾝｸﾞ等の教育ﾂｰﾙを積極的に活用し 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上に努めます｡また､必

要な教養･知識を備え､主体的行動ができる人

材を育成します｡ 

②学生の満足度が高く､質の高い教育を提供しま

す｡ 

ァ.新入生全員に｢入学に至る意識調査｣を実施

し､学習意欲や短期大学への期待を把握し､入

学直後の指導を充実します｡ 

ィ.到達目標達成評価表(ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評価法)により､

運用や評価方法等､評価者の理解力を高め､ｶ

ﾘｷｭﾗﾑの改善について検討します｡ 

ゥ.｢授業評価ｱﾝｹｰﾄ｣や教員相互による｢公開授

業参観｣の実施､結果を踏まえ､｢授業の質の

向上｣を図ります｡  

ェ.「ＩＣＴの活用」、「生成ＡＩの活用」の可能性につ

いて検討を進める。 

①「課題発見･対応能力」を高める

ため､ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ等の教育ﾂｰ

ﾙを積極的な活用やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

能力の向上に努めた｡また､教職員

はあらゆる場面を通して､必要な教

養･知識を備え､主体的行動ができ

る人材育成に努めた｡ 

②学生の満足度が高く､質の高い

教育を提供した｡ 

ｱ.新入生全員に｢入学に至る意識

調査｣を実施し､学習意欲や短期大

学への期待を把握し､入学直後の

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽで指導した｡ 

ｲ.到達目標達成評価表(ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ

評価法)の導入により､運用や評価

方法等､評価者の理解力を確認し

た｡ 

ｳ.｢授業評価ｱﾝｹｰﾄ｣の実施を通し

て､出された学生の声等を踏まえ、

｢授業の質の向上｣に努めた｡ 

・卒業生へ「卒業生ｱﾝｹｰﾄ」、2023

年度卒業、就職した先に「卒業生

評価調査」を実施し、結果を踏ま

え、教育の質の改善に活用した。 

(2)保育学科 

①ﾋﾟｱﾉ等のﾏﾝﾂｰﾏﾝ指導による｢音楽教育｣､幼児

を魅了する感性を磨く｢美術教育｣等の魅力ある教

育を目指し､競合他校との差別化を図ります｡ 

②｢指定園｣の見直し､取組み強化を検討します｡実

習先との意見･情報交換の機会を増やし､事前･事

後学習の内容を改善に努め､実習内容の一層の充

実を図ります｡ 

(2)保育学科 

➀入学前にﾋﾟｱﾉ指導及び保育技

術(造形)･保育内容等の入学事前

教育を実施し､入学後の指導がｽﾑ

ｰｽに始められるよう取り組んだ｡ま

た､美術において､表現と鑑賞の両

方を体験し､子どもの理解を深め､

指導者としての在り方を学ぶ教育

に努めた｡ 

②指定園との連携強化､実習の事

前･事後の打ち合わせを密にするこ

とで､学生へのきめ細やかな指導に
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

努めた｡ 

(3)ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ総合学科 

現実社会に対応し生き抜く力を育成します｡社会や

学生のﾆｰｽﾞを的確にとらえ､授業内容を工夫し､各

学生が｢自分の適性｣に気づく教育を行います｡ま

た､各ｽｷﾙと就職先･ｷｬﾘｱﾊﾟｽの関連を具体的に

例示し､主体的にﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ(人生設計)を描く能

力を高めます｡ 

(3)ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ総合学科 

学生自身が「自分の適性」に気づく

ことが出来るよう各学生に応じたき

め細かい教育を実施した。 

資格試験の受験準備として適宜補

講を開催する等、学生ｻﾎﾟｰﾄに注

力した｡ 

面談や就職活動のｻﾎﾟｰﾄを通して､

学生自身がｷｬﾘｱﾊﾟｽやﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲ

ﾝを考えるｻﾎﾟｰﾄに努めた｡ 

また、（保育学科と同様に）2025

年度より入学後の学習をｽﾑｰｽﾞに

始められるようﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎

学習を入学前教育として実施予

定。 

3 

 

 

教育･研究基盤お

よび環境の充実 

 

(1)教育提携の在り方について､社会情勢や学生ﾆｰ

ｽﾞを踏まえ､学びやすい環境について検討します｡ 

2023 年度に導入したﾕﾆﾊﾟｱﾌﾟﾘに

学生による出席登録の機能を追加

し、更なる利便性の向上を図った。 

学生の生活環境に関する実態把

握のために、今年度も「学生生活

満足度調査」を行い、結果を受け、

改善に努めた。 

(2)教育に関する最新情報の提供や職場での悩み

に対する助言を通して､地域と協働の研究基盤の

整備､検討に努めます｡ 

･大東市･四條畷市･門真市の各種委員会への

派遣により､情報交換に努めます｡ 

･大東市､四條畷市との連携事業を通し実践･研

究の質を高めます｡ 

大東市をはじめ、各種委員会に学

識者等の立場として派遣を積極的

に行った。 

 

四條畷市と連携･協力し､乳幼児教

育･保育分野において､幼稚園･保

育園等にて研修やｱﾄﾞﾊﾞｲｽを行っ

た｡  

(3）｢なわてﾄﾞﾘﾙ(e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ)｣の活用を推進し､基礎

学力の向上に努めます｡基礎学力と SPI 能力の連

動性や対象科目の変更等を検討し､充実に努めま

す｡ 

受講状況を定期的に分析するとと

もに､社会人としての常識･基礎学

力の向上に努め、学習利用時間

向上が確認された。今後も引き続

き利用情報の推移ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを継
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

続し、利便性及び利用促進向上を

図った。 

(4）ICTの活用の 1つとして｢eBook｣による図書館機

能の充実､活用､利用を推進します｡ 

卒ｾﾞﾐの授業の一環として学園町

図書館内にあるｸﾞﾙｰﾌﾟﾐｰﾃｲﾝｸﾞﾙｰ

ﾑ(特別学習教室)ならびにパソコン

を有効に使い「卒業研究ﾚﾎﾟｰﾄ」の

作成や各種検索ｼｽﾃﾑの活用など

ICT の活用を推進に努めた｡ 

(5)科研費取得目標を 300 万円とします｡ 年間科研費交付額（継続）2 件

1,950千円。 

令和 7 年度以降交付予定の科研

費新規採択総額 2,990千円。 

4 社会貢献･文化活

動の推進 

 

(1)地域住民および企業のﾆｰｽﾞ等実態把握に努

め､求められる｢ﾘｶﾚﾝﾄ教育｣について検討し､地域に

貢献します｡ 

社会人ﾘﾌﾚｯｼｭ教育講座の新規講座の開講に向

けて地域ﾆｰｽﾞの把握に努め､参加者の増強を目指

します｡ 

社会人ﾘﾌﾚｯｼｭ教育講座の広報

及び参加者確保手段及び大東商

工会議所との連携等を検討した。 

＜社会人ﾘﾌﾚｯｼｭ教育講座＞  

前期開講 7 講座開設 (内 5 講座

不開講)  

後期開催 7 講座開設 (内 5 講座

不開講)  

特別講座  ｢第 15回 なわて保育

学講座｣開催し、80 名の参加者と

なった。  

(大東市･四條畷市･大阪府社会福

祉協議会において後援事業) 

(2)地域･大学と連携し､教育活動や各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

活動を通して地域との接点を強化します｡ 

大東商工会議所所属の地元企業

の社員食堂へ「健康ﾒﾆｭｰ」を提案

し、実際に学生考案ﾒﾆｭｰが採択さ

れた。学生が地域への貢献や地域

からの学びにより接点の大切さを体

感できた。 

5 学生募集 

 

(1)重点ｴﾘｱならびに高大連携高校をはじめとした

重点指定高校へのきめ細やかなｱﾌﾟﾛｰﾁのもと､模

擬・体験授業等の対応強化を図り､効果的な募集

活動を行うことで､ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽへの参加者増強

に努めます｡また､受験しやすい入試選択等､魅力あ

高大連携に関する提携を結んだ高

校 11校に加え、新たに 2校と締結

し､高校との意見交換のもと関係強

化に努めた｡ 

重点指定校へのｱﾌﾟﾛｰﾁ強化、ｴﾘ
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

る入試制度の周知に努めます｡ ｱを拡大しての募集活動により、ｵｰ

ﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽへの参加者増強に努

めた｡ 

外部高校 来場者計 372名(年間

延べ人数) 

 (2023年 329名) 

3 年生(実質人数) 165 名(2023

年 191名) 

「遠隔地学生給付奨学金」制度を

利用し２名が入学。 

同奨学金制度をｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ等

で案内したことが入学のきっかけと

なった。 

遠隔地からの学生がより充実した

学修環境の充実を目的に今年度

より新設。周知に努め、募集活動

に活かした。 

(2)広報媒体の多様化ならびに高校教員との接点

強化により､短大の魅力を伝えるべく､ﾀｰｹﾞｯﾄ層への

発信力(わかりやすさ･見やすさ等)の強化､改善に

努めます｡ 

学校案内､短期大学ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの

一部改定。 

SNS を活用した発信力の強化を行

うべく､学生の声の吸収に努めた｡ま

た、SNS における広告媒体を活用

して、当学園の認知度ｱｯﾌﾟに努め

た。 

(3）学校見学会･出前授業や短大生の実体験紹介

を増やす等､学生の顔が見えるｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽに変

革します｡ 

学生主体のｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ実施を

目的に､学生への事前指導、ｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ力の強化のもと、体験できる

授業参加型に努めた。 

好評の模擬授業を高校生、保護

者、進路指導担当教諭の求める情

報を踏まえ、より学生との接する時

間を増やす等改善し、実施した。 

6 内部進学 

 

(1）学園高校向け説明会等で､学びと将来の就職

先が具体的にｲﾒｰｼﾞできるよう探求の学習等の内

容や開催方法を工夫し､本学に対する理解を深め

ます｡ 

ｺｰｽ別・学年別に担当教諭と連携

のもと、模擬授業やｷｬﾘｱ授業を実

施した。 

学園高校向けの入試制度の見直

し、およびWEBによるｴﾝﾄﾘｰや出願
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

手続きの流れを変更した。引き続

き、よりｽﾑｰｽな出願に向けて改善

に取り組む。 

（2）高校･短大を通じて継続的に挨拶やﾏﾅｰ等の

基本を教育する仕組み(情報交換､定期的な協議

会)をとおし､｢社会適応力｣を高めます｡  

高校１、2 年生 探求の学習（保

育)の授業に音楽・美術・身体表現

の担当教員を派遣して楽しさを伝

えた。 

 

定期的な高短連絡会や学年会議

に参加する等情報交換に努めた｡

また、内部高校生・保護者対象の

「進学相談会」を開催した。 

7 進路対策･就職対

策 

 

(1)各種業界等が主催する｢就職ﾌｪｱ｣等への積極

的参加を促し､ｻﾎﾟｰﾄに努めます｡また､就職先の求

人状況等実態把握に努め､新たな就職先の開拓に

努めます｡ 

各種団体･企業が開催する就職ﾌｪ

ｱの参加を促し､現地での指導を行

う等､個々人へのｻﾎﾟｰﾄを強化した｡ 

 

〈就職実績〉 

保育 100%(卒業生全体 88.2%) 

ﾗｲﾌ 97.1%(卒業生全体 81.0%) 

 

キャリアアドバイザーによるきめ細か

い指導体制のもと、履歴書作成や

面接指導の状況・内容を記録し、

共有することで就職支援の充実に

努めた。 

(2)大学進学(編入)希望者の個別相談に応じ､適確

な支援を行い､就職以外の選択肢をｱﾋﾟｰﾙします｡ 

大学進学（編入学）について、検討

している学生に対して適宜適切な

情報提供を行った結果、6 名（保

育２名、ﾗｲﾌ４名）の編入学が決定

した。 

（昨年度 2名） 

(3)卒業生のﾈｯﾄﾜｰｸを活用した懇談会等による卒

業生と学生相互間の交流の機会を増やし､学生の

就職意欲の高まりや就職先の開拓に繋げます｡ま

た､学生の就職活動に係る保護者説明会を開催し

ます｡ 

ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｰ開催や卒業生の就

職先および実習巡回訪問等の際

に､求人情報の収集に努めた｡ 

ﾗｲﾌ1年生の保護者を対象に就職

活動に係るｻﾎﾟｰﾄ体制等について
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説明し､保護者への理解､協力を求

めた｡また、｢NJ 講座｣を実施し､卒

業生から就職に係る生の声を届

け､理解に努めさせた｡ 

(4)｢公務員対策講座｣の実施方法･内容を工夫し､

参加者･出席率を向上させ､公務員志望･適性のあ

る学生を支援します｡ 

公務員(保育)採用  1 名 (愛媛

県) 

従来の通学形式を今年度より学内

での受講形式（全 18 回）に変更。 

昨年度 5 名、一昨年度 6 名より今

年度 19 名の受講者に増加した。 

8 災害対策への取

組 

(1)｢危機管理ﾏﾆｭｱﾙ｣に基づき､防災訓練を実施

する等的確な災害対策、対応ができる体制の確立

を目指します。 

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽやﾕﾆﾊﾟで周知した｡また､

北条学舎で防災訓練､連絡訓練を

実施｡併せて動画視聴により災害

への意識向上に努めた。 

9 その他 

施策種類 

(1)事務品質の向上 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ遵守を土台とし､多能化や業務の効率

化を進めるとともに､ﾘｽｸ管理を強化します｡ 

･円滑な学生対応に向け､事務品質の維持･向

上に努めます｡ 

･外部研修会への積極的な参加により知識の向

上､事務ﾌﾟﾛｾｽの改善に繋げます｡ 

･業務ﾐｽやﾄﾗﾌﾞﾙ､ﾋﾔﾘﾊｯﾄを迅速に報告､問題

点や対応策を教職員が共有し､ﾘｽｸに係る意識

の強化､定着に努めます｡ 

北条学舎の 5Sにより、効率的な作

業ｽﾍﾟｰｽの確保に努めた。 

音楽教室に関する事務、就職関連

の事務ﾌﾛｰの見直しや、学生支援

ｾﾝﾀｰと各事務室の棲み分けを進

め、役割を明確にしていくとともに、

職員の知識･経験を積み上げに努

めた。 

外部研修会等への積極的な参加

により知識の向上､意識改革､事務

ﾌﾟﾛｾｽの改善に努めた｡ 

※教職事務に関する研修等 

 

〈ﾋﾔﾘﾊｯﾄ件数〉 

事務ﾐｽ･ﾄﾗﾌﾞﾙ  3 件 (昨年度 3

件) 

(2)学生支援ｾﾝﾀｰの活性化により､教育ｻｰﾋﾞｽの向

上を目指します｡ 

･大学･短期大学の共通ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ化の推進を図

ります｡ 

･各事務室業務とのｾｸﾞﾒﾝﾄ化を図り､事務効率化

を推進します｡ 

将来の事務統合を見据えて､ｾﾝﾀｰ

業務の拡充を図った｡   

事務ﾌﾛｰ､管理ﾗｲﾝの見直しによ

り、効率化を目指した｡ 
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高等学校                                      
中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

1.建学の精

神と教育理

念に基づ く

学校経営計

画及び教育

計 画 の 策

定・実践 

(1)理念・方針にもと

づく教育計画の再

構築 

➀年度の初めに、各学

年・ｺｰｽ・各校務分掌で、

教育理念・教育方針を踏

まえた指導目標・教育活

動計画を策定し、その目

標の実現に努めます。 

➀目標や計画の重要

性から教員の自己評価

平均 4.0以上を目指し

ます。(R5年度 3.77) 

①3.91 教育理念・教育

方針に沿った教育活動

の実現に向け、４月に

指導目標・教育活動計

画を策定しその実現に

努めた。 

(2)教職員の資質

向上と学校運営体

制を改善・整備 

➀本校の特徴を前面に

打ち出し、新学習指導要

領に沿った取り組みを実

践していきます。 

②教員の「授業力」向上

のため、教務部と委員会

が中心に、研修・会議・公

開授業を活用し、教育課

題や指導方法について話

し合い有効な実践につな

げます。 

③より良い教育実践のた

めに、教員間のｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝや連携を図ります。 

①～③の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5 年度①3.85②3.93

③3.33)③においては報

連相に加え、横の連携

を図ります。 

①3.91 新学習指導要領

導入 3 年目。より一層、

ねらいに沿った教育実

践に取り組んだ。 

②3.33 研修や公開授業

の機会が減ってしまっ

た。教員の「授業力」向

上のため、改善を図りた

い。 

③3.58各教科及び学年、

各部署での教員間での

連携の必要性を明確化

し、改善への取り組みが

図れた。 

2.高校生に

求められる

学力及び態

度・諸能力

の基盤の養

成 

(1)主体的・対話的

で深い学び（AL 授

業）の実践 

➀基本的な知識・技能の

習得のために分かりやす

い授業改善に取り組み、

内部での授業公開を定

例化します。 

②思考力・判断力・表現

力の養成のための授業改

善を行います。 

③課題発見能力と課題

解決能力を養うための授

業を実践します。 

①～③の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5年度①3.98②3.95 

③3.75) 

①3.86②3.82③3.65 生

徒のための授業改革へ

向け、委員会を中心に取

り組んだが、前年度より

も低評価であった。より

一層の強化・向上への取

り組みを図りたい。 

(2)集団・社会に貢

献できる態度・実行

力 

➀基本的な生活習慣・態

度・ﾏﾅｰを身につけるため

の指導をしっかり行いま

す。 

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5年度①3.6②3.75) 

①3.61、②3.63マナー教

育は学内外の生活全般

を通じて指導し、「礼儀

と品性」の理念に則り、
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

②学級活動や行事を通

して、協働や責任感など

の社会性を身につける指

導を行います。 

なお一層の取り組みを

図りたい。 

(3)部活動を通して

心身の鍛錬 

➀短い活動時間で集中

し、技術や精神力など自

らの心身を主体的に鍛え

る指導を実践します。 

②協調性や行動力など

社会性を身につけるようﾁ

ｰﾑﾜｰｸを重視した指導を

行います。 

①・②の自己評価は、

総合的に 4.0 以上を目

指します。 

(R5年度①･②3.88) 

①･②3.74どのクラブも

生徒の主体性を重視し

た活動に移行しつつあ

る。活動を通じて、社会

性を身に付けるなどの

生徒の育成を図ってい

る。公式試合や大会でも

成果をあげている。 

(4)市民性を育む教

育 

➀18 歳成人を見すえ

て、選挙権など含め市民

性・主権者意識を育む教

育を実践します。 

②よりよい地域を目指し

たﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等の集

団的、体験的な活動並

びに地域活動への参加を

推奨し、実践的学習を推

進します。 

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5 年 度 ① 3.15 ②

3.42) 

①は教育のあらゆる場

面での指導に努めま

す。 

①3.00低評価。生徒の主

権者としての自覚を促

すよう、あらゆる場面で

社会形成者としての態

度・能力を育む教育の、

なお一層の強化を図り

たい。 

②3.26 活動が一定の生

徒に偏る傾向を課題と

して捉え、実践的学習の

推進を幅広く図りたい。 

(5)国際的資質を育

む教育 

➀海外からの研修生・留

学生を受入れ、また、本

校から研修生・留学生を

派遣し、これからの社会

で必要な国際感覚を育

てます。 

➀自己評価は、4.0 以

上を目指します。 

(R5年度 3.75) 

3.53コロナ禍以降、海外

研修・留学等の実施が可

能となり、更に活動の活

発化を図りたい。 

3.人としての

在り方・生き

方を考え 、

他者と共に

より良く生き

ていくための

人権意識の

(1)自己・他者が共

により良く生きようと

する態度 

➀学年別にﾃｰﾏを決め、

多様な人権問題への適

切な理解と態度を身につ

ける学習を実施します。 

②学級生活や活動を通

して、多様な価値観を認

め合い、仲間と共に調和

①・②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5 年 度 ① 3.78 ②

3.75) 

③の自己評価は、4.2

以上を目指します。 

①3.60 ②3.65教員から

は低評価であった。人権

教育部・学年・教科が連

携を図りながら、生徒た

ちの人権意識のさらな

る向上への取り組みを

図りたい。 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

育成 して生活しようとする態度

を養います。 

③いじめｱﾝｹｰﾄを学期ご

とに実施し、普段から生

徒の日々の様子をしっか

り観察することで、個人に

応じたきめ細やかな指導

を行います。 

(R5 年度③4.02)いじめ

の早期発見と対応に一

層努めます 

③3.82 いじめ対策は特

に重要視した。アンケー

トの実施・面談などの観

察と、生徒たちが仲間と

共に調和し学校生活が

送れる指導をおこなっ

た。 

(2)一人ひとりのﾆｰ

ｽﾞに応じた指導 

➀様々な課題を抱える生

徒一人ひとりをしっかり理

解し、丁寧に対応し支援

を行います。 

②生徒のﾆｰｽﾞを把握し

教職員が連携し、ﾁｰﾑと

して特別支援教育を実施

します。 

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5 年 度 ① 3.98 ②

3.63) 

①4.00 ②3.61課題を抱

える生徒への対応は、教

職員が組織的（保健室・

相談室・ICP）に連携し、

個々のニーズを把握し

ながら支援した。 

今後、一層充実した体制

の構築が課題である。 

4.進路目標

の実現に向

けて、未来を

切り拓くｷｬﾘ

ｱ教育・進路

指導 

(1)未来の目標を実

現する能力 

➀生徒が自分の興味・関

心・得意を知り進路目標

を考える進路指導を行い

ます。 

②職業に対する関心・意

欲を高める体験的学習を

実施し、ｷｬﾘｱ教育を推

進します。 

①･②の自己評価は、

全て 4.2 以上を目指し

ます。 

(R5 年 度 ① 3.95 ②

3.92) 

①3.91②3.89 進路指導

は、各コースの特徴を明

確にしておこなった。 

キャリア教育では、本校

独自の形態をさらに進

化させ、生徒の進路選択

に繋がるよう取り組む

ことが出来た。 

(2)生徒の目標を実

現させる進路相談・

支援 

➀進学や就職にかかわる

進路情報を提供し、丁寧

で個性に応じた相談や助

言を行います。 

②生徒のﾆｰｽﾞに対応した

放課後・休業中の講習を

実施します。 

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5 年 度 ① 3.98 ②

3.35) 

①3.96②3.46 進路に関

わる情報は、係から学

年、担任へと滞ることな

く提供でき、担任が中心

となって生徒へ個別に

助言できた。講習は、生

徒のニーズに合わせ実

施した。 

5. 安心 ・安

全な社会を

築くための態

度と行動力

(1)防災・減災に向

けた防災教育・訓

練を実施 

➀ﾏﾆｭｱﾙに沿った避難

訓練や地震・津波・火災

等、防災・減災に向けた

防災訓練を実施します。 

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5 年 度 ① 3.77 ②

①3.50②3.26 避難訓練

が十分な回数実施でき

なかった。引き続き、訓

練などを通して、災害の
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

の養成 ②自然災害に対する科

学的理解を深め、防災意

識を高める学習を実施し

ます。 

3.45)訓練のみならず、

科学的理解を深めるよ

う努めます。 

科学的理解を深めて生

徒の防災意識の向上を

図りたい。 

6.内部進学

の強化 

(1)中高連携の強

化 

➀中高連絡会議の内容

の充実と、高校での教育

内容の魅力をしっかりと中

学生・保護者に提供しま

す。 

②本学園中学生への進

学相談において、親切・

丁寧な対応をします。 

③全ｺｰｽの教育内容を学

園中学生に公開および説

明することで、興味関心

を深めます。 

➀･②･③を実施するこ

とで、当学園中学校か

ら専願第一希望者、30

名以上を目指します。

(R5年度 26 名)  

一貫ｺｰｽの廃止により

同ｺｰｽからの進学は途

絶えましたが、学園中

学校との連携により、専

願 21 名、併願 8 名が

受験合格。専願者の合

格内訳は、総合は 3

名、発展は 11 名、特

別は 7 名。併願者で

は、発展 3 名、特別 5

名でした。 

(2)高短連携の強

化 

➀高短合同会議、高短

連絡会を通して、高短の

連携を密にします。 

②本学園短大の就職と

編入学の状況について説

明会を実施します。また、

内部進学した先輩が社

会人として活躍している

様子を高校生に紹介し、

内部進学の利点をｱﾋﾟｰﾙ

します。 

③本学園短大生の資格

取得状況を伝えることで、

就職に結びつけた進学指

導を行います。 

➀･②･③を実施するこ

とで、当学園短大への

内部選抜 A 日程の受

験者、40 名以上を目

指します。 

(R5年度 35 名)  

学園短大への進学者は、

40 名と、短大の魅力を伝

えることが出来ました。内

訳は、保育 16 名・ライフ

24名です。保育学科が減

少し、ライフが増加してい

ます。 

(3)高大連携の強

化 

➀高大連絡会議をさらに

充実します。 

②ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部・看

護学部の志願者増加に

向けた魅力ある説明会・

体験授業等を実施しま

➀･②･③を実施するこ

とで、大学への内部選

抜の受験者、15 名以

上を目指します。 

(R5年度 15 名) 

学園大学への進学者は、

16名と昨年よりも微増しま

した。医療系に興味のある

者に早い時期から働きか

けたことが増加の要因と思

われます。内訳は、看護8
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

す。 

③本学園大学の内部進

学事前相談会を行うこと

で、内部進学者の増加に

つなげます。また、大学の

体験授業を実施すること

で、それぞれの学部への

理解を深めます。 

名・理学 4 名・作業 4 名

です。 

7. 生 徒 募

集対策の強

化 

(1)募集・広報体制

の整備 

①募集広報部と専従者

が連携し、広報活動をよ

り強化します。 

②募集活動を効率よく行

うために、統計的結果を

基にして、計画を策定し

ます。また、教職員が情

報共有できるための研修

を実施します。 

③活動予算の立案と効

果的な企画を検討してい

きます。 

〇広報活動による情報

提供の自己評価は、

4.6以上を目指します。 

(R5年度 4.42) 

2025 年度入試実績 

1 次入試（1.5 次・2 次は

実施せず） 

受験者 1,653 名 

(前年度 1,723 名) 

●受験数 70 名減 

[内訳] 

専願 568 名[合格 558

名] 

(前年度 544 名[534]) 

●専願受験 24 名増 

併 願 1,085 名 [ 合 格

1,084 名] 

(前年度 1,179 名[1,176

名]) 

●併願受験 94 名減 

(2)募集・広報戦略

の改善 

①募集方法や手段・時期

の設定として、web 広告

を有効的に活用し、より効

果的な広報活動をしま

す。 

②活動対象に応じた戦略

として、教育活動を tiktok

などの SNS動画で閲覧で

きるように、生徒目線で

編集することで広報して

いきます。 

③教育活動内容やﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑの情報を幅広く提供

 情報提供においては、

評価が前年度より 0.2

ﾎﾟｲﾝﾄ低下しています

（評価 4.2）が、入試情

報や教育活動は、SNS

を活用して紹介してお

り、評価を得ています。 

また、オープンスクール

や説明会・学校訪問で

で、ｺｰｽの教育内容の

特色を中学生や保護

者、中学校・塾に伝え

ています。 



- 30 - 

 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

するための工夫として HP･

パンフレット・リーフレットの

充実を図ります。また HP

では、さまざまな教育活

動の動画を作成し、活動

様子や戦績などを積極的

に発信します。 

(3)教育の特色の明

確化 

①各ｺｰｽの特色と実績を

明確にするために、それ

ぞれの生徒に合った進路

選択ができるように努め

ます。 

②教育活動の充実と生

徒の成長を図るために、

生徒にわかりやすい授業

の提供と学期に 1 回の授

業評価ｱﾝｹｰﾄを実施しま

す。 

③教育理念に即した人を

育てる教育の実践とし

て、「実行から学べ」をﾃｰ

ﾏに生徒が参加し楽しめ

る企画を検討します。 

④特技を有する入学生

が増加する対策を引き続

き行っていきます。 

①～④の自己評価は、

総合的に 4.3 以上を目

指します。 

(R5年度 4.13) 

①～④3.93 

①指定校推薦、総合

型選抜、協定校受験

等をｺｰｽや個人に合わ

せた進路選択を提供し

ました。 

②満足度ｱｯﾌﾟに繋げる

ためにわかりやすい授

業の改革に努めまし

た。引き続き重点項目

としています。 

③教育理念の実践教

育として生徒が挑戦で

きる企画を年々多く提

供しています。 

④各ｸﾗﾌﾞ顧問の働き

により、2025 年度の特

技推薦入学者は、75

名（昨年度 81 名）とな

っています。 
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中学校                                  
【学校全体】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 建 学 の

精神基づく

教育の実践

と私学として

の独自性 

(1) 私学の独自性 

 

➀職員研修などを通じて、

建学の精神・教育理念など

を理解・実践します。 

 

②入学式・卒業式・全体集

会などを通じて、建学の精

神・教育理念について生徒

に話をし、理解に努めます。 

 

 

 

 

③教育方針｢個性の尊重｣ 

｢実行から学べ｣｢明朗と自

主｣ ｢礼儀と品性｣  に沿っ

て､学校行事も含めあらゆる

教育活動を通して､人格形

成を図ります｡ 

➀教員による建学の精神・

教育理念の理解・実践目標

を 4.3 以上とします。 

（令和 5 年度教員 4.4） 

②諸式を通じて校長講話の

中で、建学の精神・教育理

念等をわかりやすく説明しま

す。 

（令和 5 年度保護者 4.1 生

徒 3.9） 

 

 

③宿泊行事や社会見学な

ど多彩な行事を通じて教育

方針に基づいた活動を実践

します｡ 

(令和５年度生徒 4.3) 

②③の目標は 4.2 以上とし

ます。 

① 教員の建学の精神・教 

育理念の理解が定着してい

ます。（〇教員 4.4） 

 

② 教員がよく理解し、 

それに基づいて教育を行う

ことができました。生徒の評

価についても向上しました。

今後も話題に触れる機会を

増やし、より丁寧な説明を心

がけます。（〇保護者 4.0△

生徒 4.2） 

③ 生徒指導部は毎月月 

間目標を設定し、教育方針

の啓発に努めることができま

した。（◎教員 4.3） 

（１）について概ね高評価

で、これを維持します。 

(2) 生徒のニーズ

に対応した教育活

動 

➀授業評価を検証し、改善

点を見出し、生徒にとってよ

りよい指導を行います。 

 

②発展探究クラスは、「総合

的な探究学習（G-pro）」を

授業に取り入れ、探究活動

を通じて協働し自ら発信する

力を養い、将来の進路を自

ら実現させます。 

③ 発展文理クラスは、学年

での探究活動に加え、日々

の確認テストやハイレベルな

目標設定を通じて、主体的

に応用的な内容まで学ば

せ、よりハイレベルな進路実

発展探究・発展文理の２つ

のクラス編成により、新しい

教育活動を行います。 

新カリキュラムへの移行が

完了しました。より充実した

カリキュラムとなるよう PDCA

を繰り返し、発展させます。 

生徒がそれぞれのカリキュラ

ムに従い、活動を実践し、理

解できるように努めます。

（令和５年度生徒 4.1 保護

者 4.0） 

それぞれの目標値を 4.2 以

上とします。 

 

① コースの特徴を理解 

し、授業評価を検証し、改

善し実行できているかにつ

いては引き続き、努力が必

要です。 （△教員 3.8） 

生徒、保護者とも②③の文

理・探究クラスそれぞれの

取り組みには理解し満足し

ています。 

（〇生徒 4.2・保護者 4.0） 

 

（２）は、新クラス制度の移

行が終了し、探究活動や新

たな行事、教育活動のさら

なる改良の年となりました。

歩みを止めず、PDCA のもと
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

現のニーズに対応します。 挑戦を続けます。 

コロナ後、学校生活になじめ

ず悩みを抱える生徒が増加

する中、学校生活で、個々

の生徒に合った教育サポー

トの向上・充実が急務です。

今後も課題意識を持ち、取

り組みます。 

(3) 進路指導 ➀生徒が､自ら夢に向かう進

路実現ができるように、ま

た、主体的により良い進路選

択ができるよう､進路情報を

提供するため､３年時２回の

進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽを行います｡ 

加えて、各担任による個別

対応もしっかりと実践します。 

 

 

②自分の進路について主体

的にまた積極的に考え、そ

のための進路を選択できる

力を育みます。 

 

③個々の生徒に応じた目標

を実現させるよう､３年の1学

期より希望調査をとり､生徒・

保護者との面談を大切にし

ながら進路相談や進路支援

を行います｡ 

➀ 生徒の将来を見据え､

探究活動を通じて自己発見

や進路情報の提供を行いま

す｡ 

(令和５年度教員 4.5) 

目標は 4.2 以上とします。 

 

 

 

 

② 探究活動を通じて、自

己肯定感を高め、自ら考

え、進路選択できる力を養

成します。 

 

③ 個々の生徒に応じた目

標を実現させるよう､進路相

談や進路支援を行ないま

す。（令和５年度は生徒

4.1・保護者 3.8・教員 4.3） 

4.2 以上を目標とします。 

① 情報速度が増す中、新

しい形の進路ガイダンスに

挑戦していますが、低学年

時からの情報提供に一層の

努力が求められます。 

今後も生徒・保護者が必要

とする情報を早期に提供で

きるよう努力を続けます。

（△保護者 3.7 〇生徒 4.2 

教員 4.5） 

② 探究活動を通じて生徒 

の主体性を引き出す努力を

していますが、より具体的に

進路選択につながる努力が

必要です。（△） 

③ 進路相談は昨年に引 

き続き高評価ですが、保護

者の評価に応えられるよう、

より一層の努力、向上を目

指します。 （◎生徒 4.2  

△保護者 3.7 ◎教員 4.4） 

 

（３）の進路指導は中学校の

要であり、これからもデータ

などを整理・分析し、進路面

談に役立てます。 

保護者のニーズをとらえた

進路指導を目指します。 
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【学習指導・人権教育】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 学習面

における、き

め細かい指

導の実践と

確かな学力

の育成 

(1) 教科指導 

 

➀各教科、ｼﾗﾊﾞｽに沿って

指導し、グループ学習を取

り入れ、「主体的・対話的で

深い学び」の実現に向け、

授業改善に取り組みます｡ 

 

 

 

②ICT 機器（タブレット）を積

極的に利用し、分かりやす

い授業を目指し、創意工夫

を行います｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学力の向上と定着をめざ

すため､早朝学習･放課後

学習（自習室活動）･休暇中

の講習を実施します｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀教員によるｼﾗﾊﾞｽに沿った

指導、グループ学習や AL を

取り入れ、より一層内容定着

の充実を図ります。目標を

4.2 以上にします｡ 

(令和 5 年度 教員 4.1) 

 

 

②教員による授業への創意

工夫を行い､すべての活動や

教科等でＩＣＴ機器の有効活

用を通じ、分かりやすい授業

の展開の目標値を 4.3 以上

にします。 

（令和 5 年度教員 4.3） 

 

生徒・保護者による「ICT機器

の利用など授業は分かりやす

いか」には (令和 5 年度 生

徒 4.2 保護者 3.9)とまだ開

きがありました。 

両者の目標値を 4.2 以上に

設定します｡ 

③教員による生徒の学力向

上･学習の遅れている生徒の

支援を個々の生徒の実態に

合わせて行なっています｡ 

（令和 5 年度教員 3.7）と 

評価が低いです。 

教員による生徒の学力向上

への取り組みは、(令和 5 年

度 生徒 4.2 保護者 3.9 教

員 4.2)で、 

保護者と生徒で開きがありま

す。 

4.2 以上を目標とします。 

① 主体的・対話的で深い 

学びによる新しい学習形態

も定着してきています。シラ

バスに沿った指導について

は、シラバスの再調整を含

め、より教科での研究や情

報共有がより必要と考えま

す。（〇教員 4.2） 

② 分かりやすい授業の展 

開については、昨年同様の

評価となり、やはり保護者評

価は生徒と比べ低い評価と

なり、目標値に達していませ

ん。 （△保護者 3.9 〇生

徒 4.2 ） 

教員による授業研究を推し

進め、教科内での情報を共

有し、スキル向上に努めま

す。（教員 4.2△） 

また、ICT リテラシーの向上

も目指します。 

 

 

③ 生徒の学力支援に対 

する教員評価は 3.7 と昨年

に続き、評価が低くとどまり

ました。（△） 

生徒の教員努力に対する

評価は、4.3 と評価を得て

いますが、保護者は 3.6 と

かなり低いです。教員の取り

組みについては 4.0 で低下

しています。改善に努めま

す。（△） 

教科指導について、生徒

個々の弱点は多岐にわた
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

 

 

 

 

 

 

④自らの課題に向けて考

え、協働し、自己肯定感を

高め、学習意欲を高めるた

めに探究活動を実施しま

す。 

 

 

 

 

 

 

④探究活動を通じて、生徒が

「主体的・対話的で深い学び」

を実現し、様々なことに興味・

関心が持て、意欲を得るよう

になることを目標とします。 

り、満足には到達していませ

ん。アフターコロナの生徒に

理解度の差が生まれる中、

引き続き、個別対応のため

の改善に努め、学習意欲を

伸ばすよう努めます。 

④ 探究活動が生徒の成 

長につながるかについては

教員の手ごたえがあります。

今後も向上を目指します。

（〇 教員 4.3） 

2.  人権を

尊重する学

校づくり 

(1) 人権教育 ➀「心のバリアフリー」の観

点から、障がい者理解を深

めつつ、人権感覚を持ち、

相手の立場になって行動で

きるよう､日々の学校生活す

べての活動を通して人権教

育を行います｡ 

 

②いじめ等の予防、早期発

見のため各学年､日直面談

を行い､学期ごとに｢仲間づく

りｱﾝｹｰﾄ｣を実施し､クラスの

現状を把握し、人権意識を

育てます｡ 

 

 

 

③障がい者と外国人差別に

ついて(1 年)､身分差別と平

和学習(2 年)､総まとめと進

路について(3 年)と学年毎

にﾃｰﾏを決め人権教育を行

います｡ 

④12 月の人権週間には中

学校行事として､人権講演

会を実施します｡ 

➀教員は周囲の人を尊重し､

よりよい人間関係を築いていく

態度を養う教育を実践しま

す。 

（令和 5 年度教員 4.5）であ

り、引き続き 4.3以上を目標と

します。 

 

②生徒･保護者による教員の

｢いじめ｣の対応は適切かにつ

いては、 (令和 5 年度 生徒

4.0 保護者 3.8)とまだ保護者

の評価が低い。 

目標は 4.0 以上とします｡ 

 

 

 

③教員は人権に係わる様々

な問題に関心を持ち､人権意

識を高める教育を実践しま

す｡(令和 5 年度教員 4.2) 

4.2 以上を目標とします。 

 

④人権講演会や道徳的な行

事については(令和5年度 生

徒 4.2 保護者 3.9 教員 4.1) 

① 教員は学校生活の 

すべての活動を通して人権

教育を行っており、その点で

評価できます。（〇教員

4.3） 実際に人権意識を高

めているかについても目標

をクリアできました。（◎教員

4.4） 

② 教員のいじめ対応につ 

いて、面談やアンケートによ

り未然に防ぐ努力をしていま

すが、早期発見や初期対

応への工夫が継続課題でも

あります。（〇生徒 4.0 △

保護者 3.8） 

一層生徒の声を聴きやすく

する環境づくりに努めます。 

③ 生徒の人権意識向上 

への教育については、教員

は、努力を続け、時代や社

会のニーズに合った活動を

模索します。（〇教員 4.3） 

 

④ 人権講演や道徳的な 

行事に関して、向上が見ら

れますが、保護者には満足
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

で満足度はやや低下していま

す。ていねいな人権教育を継

続し、目標を 4.2 以上としま

す｡ 

度がまだ低いです。活動内

容の一層の開示に努めま

す。（〇生徒 4.4 △保護者

3.9 ◎教員 4.4） 

 

人権教育に関してはおおむ

ね高評価であり、今後も綿

密な計画を立て、実施しま

す。 

反面、いじめに関しては、努

力とは逆に、保護者の満足

に至らず、引き続き丁寧な

対応、研修を重ねるなど努

力します。 

【学校生活】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 基本的

な生活習慣

の確立と安

全で安心な

学校づくり、

および生徒

支援を通じ

た豊かな人

格形成 

(1) 生活指導 

 

➀個別の問題行動の対応

にとどまることなく、基本的な

生活習慣と規律ある態度を

養う指導を行い､集団生活に

おいて社会性を身につけさ

せます｡  

また、生徒にとって過ごしや

すい生活環境であるために

規則の改訂にも継続的に取

り組みます。 

 

②重点を置いた指導として､

生徒指導部が中心となり､乗

車マナーの啓発や挨拶運動

を実施します｡ 

➀教員による､規則を守らせ

る指導･挨拶･礼儀を重んじる

は (令和 5 年度 4.0)で向上

が必要です。目標は 4.2 以上

とします。 

生徒･保護者による教員の規

則を守らせる指導 (令和 5

年度 生徒 4.2 保護者 4.0)と

安定しています｡引き続き 4.2

以上を目標とします。 

 

②(令和 5 年度生徒 3.9 保

護者 3.8 教員 4.1)とより努力

が必要です。 

生徒会を中心に積極的に挨

拶運動を行い､学校月間目標

により､さらに啓発を行います｡

目標値を 4.0 以上とします。 

① 規則を守らせる指導 

について教員の評価は努

力課題ですが、生徒の評

価は目標に達しています。

（◎生徒 4.3） 

多様な価値観に対応する

変革の時期であり、教員の

指導にも工夫を求められて

います。教員の共通認識を

深め、生徒に寄り添う努力

が必要です。（△教員 3.8） 

② 生徒指導部と生徒会 

を中心に活動を続けていま

すが、コロナ後の生活習慣

の復活に課題が残ります。

いっそう啓発を続けます。

（〇生徒 4.0・△保護者

3.7） 

(2) 危機管理と情

報公開 

➀教職員は生徒の安全が

何よりも大切であるという認

➀安心･安全な学校を目指す

ことに関して､危機管理ﾏﾆｭｱ

① 危機管理マニュアル 

の整備や学校安全対策は
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

識を持ち､危機管理ﾏﾆｭｱﾙ

を作成し､安全･安心な学校

をめざします｡また、災害に

備えて備蓄品を整えます。 

 

 

 

②情報モラル講演会などに

より、スマートフォン・タブレッ

トなどの情報機器の正しい使

用法を習得させます。 

特に SNS、写真撮影等個人

情報の公開の危険性、人権

面での指導に力点を置きま

す。 

 

 

 

 

③学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの公開掲

示板等で可能な範囲の教

育活動や情報の公開を行い

ます｡ 

ﾙの整備 

(令和 5 年度教員 4.2)､緊急

時の警察､消防との連携･訓

練等の学校安全対策(令和 5

年度教員 4.3)  

どちらも高評価です。 

4.2 以上の目標とします。 

②情報機器の正しい使い方

では（令和 5 年度 生徒 4.1 

保護者 3.7 教員 4.3）と保護

者が生徒に対する信頼がまだ

低いようです。4.0以上を目標

とします。 

 

 

 

 

 

 

③情報公開については､努力

により保護者の満足度が向上

しつつあります。 

(令和 5年度  生徒 4.4保護

者 4.1)     

よりわかりやすい方法を模索

し、4.2 以上を目標とします｡ 

概ね高評価で、目標値に

到達しました。安全対策は

重要であり、実際を想定し

た安全を意識します。 

（◎教員 4.3） 

 

 

② スマホ・タブレットなど 

の使用法に関して、今年度

も生徒と保護者の見解が

大きく分かれています。情

報化が進む中、保護者が

安心して生徒を信頼し、使

用できるよう、保護者への

情報モラル教育の共有の

充実と生徒への正しい使い

方の指導の徹底を図りま

す。（△保護者 3.6 〇生

徒 4.2） 

③  ホームページの充 

実、SNS による発信に努力

し、発信方法の整理によ

り、保護者の満足度も向上

しつつあります。 

（〇保護者 4.0  ◎生徒

4.5） 

(3) 学校行事や部

活動 

①社会性や協調性の育成

のため､部活動を奨励しま

す｡ 

 

 

 

 

②情操面を豊かに育てるた

め､宿泊研修､校外学習､視

聴覚行事、ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞな

ど多彩な行事を充実させま

① 部活動への参加を奨 

励します｡ 

(令和 5 年度 生徒 4.2 保護

者 3.9)です。 

4.1 以上を目指します。 

 

 

② 多彩な行事の中で､ 

協調性を持ちながら主体的に

考え、行動できる生徒を育て

ます｡ 

①  クラブ活動について 

は、保護者の理解において

満足に達していません。時

代に沿った活動への理解

を深めるとともに、充実した

活動に努力が必要です。

（△保護者 3.9 生徒 4.2） 

② 宿泊行事や体育会・ 

文化祭は、毎年向上を目

指し挑戦し、高評価を得て

います。常に新しい形を模
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

す｡ 

文化祭、体育会では生徒会

を中心に、自主的に活動す

る姿勢を育てる機会にしま

す。 

③全クラスでさまざまな行事

と探究活動を結びつけ、発

展探究クラスでは「探究（G-

pro）」授業を充実させます。 

(令和 5 年度 生徒 4.3 保護

者 4.3) 

通常の学校生活に戻り、評価

は上昇傾向です。 

4.2 以上を目標とします。 

③ 主体的に活動し、協 

働し、表現できる生徒を育て

ます。 

索し、次年度も改革に臨み

ます。（〇保護者 4.1◎生

徒 4.4 ◎教員 4.6） 

 

 

③ 文化祭での探究発表 

や 3 年生の合唱など生徒

が主体的に活動できていま

す。（〇） 

(4) 課題を抱える

生徒への支援 

➀生徒が抱えている問題に

対して､きめ細かい相談･指

導を行います｡ 

担当を中心に主任、クラブ

顧問など多くの教員で情報

を共有し、対応します。 

 

 

②問題解決の部署として

ICP(臨床心理研究所)の存

在の明確化をするとともに､

生徒相談係を中心に相談し

やすい環境づくりに努めま

す｡ 

➀担任は日直面談等きめ細

かい支援を行なっています。 

(令和 5 年度教員 4.2) 引き

続き、目標は 4.2 とします。 

 

 

 

 

②面談等の満足度は、まだ低

いです｡  

(令和 5年度 生徒 3.9 保護

者 3.8)  

4.0 以上を目標とします｡ 

① 担任を中心として、生 

徒の変化を見逃さないよう

に一層の努力が必要です。

充実した効果のある日直面

談を目指し、その見直しを

検討するなど改善に努めま

す。（△教員 4.0 △生徒

3.8 △保護者 3.8） 

② 昨年より面談の形の 

改善に努めていますが、ま

だ評価は低いです。面談の

あり方を再考し、更なる努

力が必要です。（△保護者

3.8 △生徒 3.8 〇教員

4.1） 

【社会貢献】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 保護者･

同窓会･後

援会との連

携と社会貢

献 

(1)  保護者･同窓

会･後援会との連携

推進 

地域の社会活動へ

の協力 

 

➀保護者と協力し PTA活動

を活発にするとともに､保護

者･同窓会･後援会との連携

し､文化祭･体育会などの活

動を支援します｡ 

 

 

 

②生徒会活動を通して復興

支援やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等で

➀保護者から見る PTA 活動

は通常の教育活動に戻りまし

たが、(令和 5 年度 保護者

3.8)とまだ低いです。目標値

4.0 以上になるよう活動を支

援します。 

 

 

②生徒から見る生徒会活動

は(令和５年度 生徒 3.7) と

① コロナ後 PTA 活動に 

対する評価は低迷していま

したが、PTA 役員の努力や

アイデアにより活動への評

価は向上傾向にあります。

さらに工夫を加え、努力し

ます。（〇保護者 4.0  

◎教員 4.3） 

② 生徒会活動は、生徒が

主体的に参加する形に変
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

地域に協力します｡ まだ低いです。 

活性化に向け、目標値を 4.0

以上とします｡ 

えつつありますが、個々の

生徒の活動としては評価は

低いです。より前向きな活

動に向け充実させます。

（△生徒 3.8） 

【生徒募集】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 生徒募

集対策 

(1) 学外説明会の

充実による受験者

確保 

 

➀生徒による学校紹介、ｸﾗ

ﾌﾞ紹介や個別説明会、ﾌﾟﾚﾃ

ｽﾄを実施します｡また、発展

探究・発展文理クラスの活

動を紹介し、より一層の理解

と共感を得るように工夫しま

す。 

➀中高広報サポート室開設２

期目となります。１年目の取り

組みに対し、しっかりと検証

し、各主要説明会への参加

者数の前年度比増加のた

め、動員を導くためのオープン

スクールのあり方を模索し、わ

かりやすい、温かみのある丁

寧な受験生・保護者との関係

構築を目指します。受験者数

を増やし、入学者数 160 名

以上の獲得を目標とします。 

 

① 第３回（12 月）の説明 

会参加者数は２２４名とな

り、昨年の２２８名から４名

減少しました。内部進学者

数は５７名で１名増となりま

したが、1 次受験者数は１

４０名にとどまりました。（昨

年度 143 名） （△） 

最終入学予定者数は１４０

名となり、昨年より４名減と

なりました。（△） 

目標値１６０名以上に努め

ます。 

(2) 小中連絡会等

による内部小学校

との連携充実 

内部進学者数の増

加努力 

➀中学校紹介･進路相談ｺｰ

ﾅｰなどを設置し､公開授業・

体験授業などへの児童の参

加を勧めます｡ 

本校探究活動のあり方を理

解してもらうよう努力します。 

②小中の系統的な学習が

重要であることを自覚し、小

学校・中学校それぞれの教

員の専門性を融合させ、質

の向上に努力します。私学

における 9 カ年小中連携の

カリキュラムや実践方法を協

議し、組織的・計画的な取り

組みを模索します。 

➀内部小学校との連携を深

め、内部進学者を在籍者数

の 70％以上を目標とします｡

また、将来に向け、小中連動

のあり方を模索します。 

① 内部進学者数は最 

終 57 名、昨年度より 1 名

増となりました。全体の

63％で昨年比 1％増となり

ました。小学校と協力し、

70％の目標値に近づけま

す。（△） 

② 新たに小中合同研修 

会を春・夏に実施し、互い

の教育活動、生徒指導な

どの情報交換・情報共有に

努めました。引き続き研修

会を実施し、円滑な連携が

できるよう努めます。 

(3) 中高連絡会等 ① 各教員が内部高等学校 ① 高校の積極的な紹 ①  内部進学者数（専願 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

による内部高等学

校との連携充実 

の教育内容を十分に理解す

るように努力します｡ 

介、個別ブース等で理解を深

め、学内進学は、在籍者数の

20％以上を目標とします｡ 

２１名・併願８名）となりまし

た。専願者は全体の１３％

受験者は全体の１８％とな

りました。高校との連携をと

り、目標値に向け、努力し

ます。（△） 

 

(4) 高校進学実績

の強化 

① 生徒が自主的・主体的

に選択できる、他私立学校

にない進路指導を実現しま

す。 

多彩な高校への進路実績に

より、募集力向上に努めま

す。 

① きめ細やかな個別指 

導や学習活動はもちろんのこ

と、特待生制度に加え、今年

度より導入の 特待チャレンジ

入試制度により、優秀な生徒

を獲得による相乗効果によ

り、全体の進路実績強化を目

指します。 

① 今年も１６名の特待 

生の確保ができ、３年後の

進路実績強化の原動力の

一つとします。（〇） 

今年度も上位層は例年並

みの高校受験状況となりま

した。少子化等による受験

者層の学力低下がある中、

教育内容進路指導の一層

の充実が課題です。具体

的な取り組みを試み、外部

評価を向上させます。 

（〇生徒 4.5） 

(5) ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充

実 

① HPやSNSなどを通じて、

受験生・保護者に学園の魅

力をわかりやすく伝えます｡ 

① 本学の教育の特長を 

説明する等ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを充実

させます｡ 

また､常に SNS 等による最新

の情報発信を実施します。 

① ホームページを積極 

的に更新し、受験生により

親しみやすい形に努力して

います。SNS 等による発信

も継続し、情報発信に努め

ます。 

（◎生徒 4.5〇保護者 4.0） 
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小学校                                      
中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

1.建学の精神

を土台とした

私学の独自

性 

建学の精神の理解と

実践と教育計画の構

築 

 

➀職員研修などを通して、

建学の精神・教育理念や方

針を理解し、実践します。 

 

②小学校教育指針に基づく

教育計画を構築し、実践し

ます。 

➀教育方針の具体化に関

する教員自己評価 4.6 以

上を目指します。（令和 5

年度 4.5） 

②年間教育計画に関する

教員自己評価 4.4 以上を

目指します。（令和 5 年度

4.3） 

➀教育方針の具体化に

関する教員自己評価は

4.2 で目標に達しませんで

した。 

②年間教育計画に関する

教員自己評価は 3.9 で目

標に達しませんでした。 

 

2.基礎学力の

徹底と学園小

独自のｶﾘｷｭ

ﾗﾑづくり 

(1)基礎学力の徹底 一人ひとりの興味関心を大

切にし、学習に自信を持た

せるように配慮し、意欲的態

度や実行力を養いながら基

礎学力の徹底を図ります。 

保護者アンケート「基礎学

力向上を目指して努力し

ている」の評価を 4.3 以上

に向上します。（令和 5 年

度 4.2） 

学力向上に関する教員自

己評価 4.6 以上を目指し

ます。（令和 5 年度 4.5） 

保護者アンケート「基礎学

力向上を目指して努力し

ている」の評価は 4.0 で目

標に達しませんでした。 

 

学力向上に関する教員自

己評価は 4.4 で目標に達

しませんでした。 

教員は、学力向上の方法

を研究精選し、児童の基

礎学力向上に努めます。 

(2)独自のｶﾘｷｭﾗﾑづ

くり 

➀指導要領の内容に加え

て、学園小独自に開発・改

良を加えた学習を組み合わ

せて、より子どもたちがわかり

やすい授業を実践します。 

②英語教育の充実・ ICT 機

器を用いた各教科の効果あ

る授業の実践を目指しま

す。 

③児童自身が考え、提案

し、自発的に運営していける

クラブ的な活動（Enjoy 活

動）をさらに精選し、構築し

ていきます。 

➀保護者、児童アンケート

のうち、「教え方は工夫さ

れている」の評価を保護者

4.4以上、児童 4.5以上に

向上します。 

②③わかりやすい授業の

実践に関する教員自己評

価 4.6 以上を目指します。

（令和 5 年度 4.5） 

➀保護者、児童アンケート

のうち、「教え方は工夫さ

れている」の評価は保護

者 4.1、児童 4.3で目標に

達しませんでした。 

②③わかりやすい授業の

実践に関する教員自己評

価は 4.5 で目標に達しま

せんでした。 

③Enjoy 活動は 2 年目と

なり、児童が発案し、立ち

上げたクラブや新たなクラ

ブも作られ実践した。 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

(3)教員の指導力向

上 

①教員の指導力向上を目

指し、研修を計画するととも

に、定期的に学習内容を公

開し、教育関係者の意見を

参考に教育内容を精選、改

善します。 

②外部研修への参加や個

人研究・研修の支援制度を

つかい、教員の指導力向上

を目指します。 

①計画的な教員研修に関

する教員自己評価 4.5 以

上を目指します。（令和 5

年度 4.4） 

 

 

②外部研修への参加や個

人研究・研修に関する教

員自己評価 4.0 以上を目

指します。（令和 5 年度

3.5） 

①計画的な教員研修に

関する教員自己評価は

4.2 で目標に達しませんで

した。 

 

 

②今年度は学年別研究

部会とし、教員同士の授

業参観や教材研究をし、

授業力向上に力を入れ

た。また、外部講師野沢

智子氏（国語科文芸読解

研究）を招聘し、特に国語

の読解文研究に努めた。 

3.自律の意識

を育むための

基本的生活

習慣の育成 

(1)基本的生活習慣

の育成 

➀「何を」「どの機会に」しつ

けるかを熟慮し、規範を示す

ことにより、生涯にわたる自

律の意識を育む指導を行い

ます。 

②意識的に縦割り集団を組

織したり、ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動を取り

入れたりして「みんなでいっし

ょに」「高学年を敬う」「低学

年を育む」を常に考えさせる

ことで、自律の意識を育みま

す。 

➀礼儀を重んじる態度に

関する教員自己評価 4.4

以上を目指します。（令和

5 年度 4.2） 

 

②保護者アンケート「子ど

もの主体性・自主性は育

む環境が整っている」の評

価を保護者 4.6 以上に向

上します。（令和 5 年度

4.5） 

主体性重視に関する教員

自己評価 4.5 以上を目指

します。（令和 5 年度 4.4） 

➀礼儀を重んじる態度に

関する教員自己評価は

4.0 で目標に達しませんで

した。 

 

②保護者アンケート「子ど

もの主体性・自主性は育

む環境が整っている」の評

価は保護者 4.3 で目標に

達しませんでした。 

主体性重視に関する教員

自己評価は 4.1 で目標に

達しませんでした。 

(2)規律遵守の向上 規律遵守の意識ﾚﾍﾞﾙの向

上を図ります。 

児童・保護者アンケート「き

まりやマナーの指導に力を

入れている」の評価を児童

4.6 保護者 4.3 以上に向

上します。（令和 5 年度児

童 4.5 保護者 4.2） 

規則を守る態度に関する

教員自己評価 4.5 以上を

目指します。（令和 5 年度

児童・保護者アンケート

「きまりやマナーの指導に

力を入れている」の評価を

児童4.6で目標に達しまし

たが、保護者 4.0 で目標

に達しませんでした。 

この項目は今年度児童の

質問の書き方を変更した

ため、児童と保護者の数
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

4.4） 値に差の開きが見られま

す。 

規則を守る態度に関する

教員自己評価は 4.2 で目

標に達しませんでした。 

4.社会性を培

う集団活動の

充実 

社会性や市民性を育

む体験活動 

➀子どもの成長の糧となるも

の、時代の要請に答えるべ

き行事を見極め、「何をこそ

学ばせるべきか」を熟慮探

求します。 

②集団生活を通して、子ども

同士のコミュニケーション能

力を培っていきます。また、

子ども自身の活動を重んじ、

実行を助け、その結果を常

に振り返るように指導しま

す。 

③低学年（2年）の宿泊行事

を企画し、それぞれの学年

における体験活動のねらい

や学習活動を系統立てなが

ら実践していきます。 

また、体育会や秋祭りなどの

全校行事、修学旅行などの

宿泊行事をさらによりよき体

験活動になるよう改善してい

きます。 

➀② 

児童・保護者アンケート

「子どもの友達関係はうまく

いっている」の評価を児童

4.5 保護者 4.4 以上に向

上します。（令和 5 年度児

童 4.4 保護者 4.3） 

学習意欲の向上に関する

教員自己評価 4.6 以上を

目指します。（令和 5 年度

4.5） 

 

③保護者、児童アンケート

のうち、「行事は楽しく充実

している」の評価を保護者

4.7以上、児童 4.9以上に

向上します。（令和 5 年度

児童 4.8 保護者 4.6） 

➀② 

児童・保護者アンケート

「子どもの友達関係はうま

くいっている」の評価は児

童 4.3 保護者 4.2 で、目

標には達しませんでした。 

学習意欲の向上に関する

教員自己評価は 4.4 で目

標には達しませんでした。 

 

 

 

③保護者、児童アンケート

のうち、「行事は楽しく充実

している」の評価を保護者

4.7 目標に達しています

が、児童 4.8 で目標には

達しませんでした。 

 

新たな行事も増えたこと

や、一つ一つの体験や行

事も充実した体験活動に

改善できた。 

5.主体的な生

き方の尊重 

主体的な学び、共に

よりよく生きていく考え

の形成 

➀道徳教育 

学級生活や道徳の授業を

通して、多様な価値観を認

め合い、共に生きていこうと

する態度を養います。 

②人権教育 

 人としての在り方・生き方を

考え他者とともによりよく生き

ていくための人権意識を育

➀思いやりのある態度に関

する教員自己評価 4.6 以

上を目指します。（令和 5

年度 4.5） 

 

②人権意識向上に関する

教員自己評価 4.4 以上を

目指します。（令和 5 年度

4.3） 

➀思いやりのある態度に

関する教員自己評価 4.3

で目標には達しませんでし

た。 

 

②人権意識向上に関する

教員自己評価は 4.0 で目

標に達しませんでした。 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

成します。また、いじめ等の

予防、早期発見のため「いじ

めｱﾝｹｰﾄ」や「日記」などから

迅速に方策をねり、対応しま

す。 

 人権教育についての取り

組みが、学年によって違

ったため、今後継続的な

物となるよう再構築しま

す。 

6.安全安心な

学校づくりを目

指した教育環

境の充実 

 

(1)防災教育・不審者

対策 

児童の生命を守るために、

地震などの一般防災に関す

る対策とﾏﾆｭｱﾙや不審者

等の危機管理に関する対策

とﾏﾆｭｱﾙなど緊急時の対

応を常に再検討し、訓練を

実施し、校内の安全性を高

めます。 

また、災害に備えて備蓄品

を整えます。 

緊急時・防災訓練等安全

対策の教員自己評価 4.4

以上を目指します。（令和

5 年度 4.3） 

 

緊急時・防災訓練等安全

対策の教員自己評価は

4.1 で目標に達しませんで

した。 

 

(2)危機管理と情報ﾓ

ﾗﾙ 

①自他の命を尊び、安全な

くらしを希求する態度を育て

ることをめあてに、「非行防

止教室」等の外部組織の研

修を受け、一人ひとりの安全

意識向上に役立てます。 

②「情報ﾓﾗﾙ教育」授業を

行い、携帯やパソコン等の情

報機器の正しい使用法を習

得させます。特に個人に係

わる情報の公開の危険性は

人権の観点からも指導しま

す。 

➀防災や安全に関する指

導の教員自己評価 4.6 以

上を目指します。（令和 5

月年度 4.5） 

②マナー・モラルに関する

教員自己評価 4.5 以上を

目指します。（令和 5 年度

4.4） 

➀防災や安全に関する指

導の教員自己評価は 4.1

で目標に達しませんでし

た。 

今年度小学校内で「危機

管理マニュアル」を作成

し、教職員に安全の徹底

を図った。 

②マナー・モラルに関する

教員自己評価は 4.2 で目

標に達しませんでした。 

特に登下校のマナーが問

題点と考えられ、指導す

ると共に、実際に巡視も行

った。 

(3)美化 ①落ち着いた環境の下で、

安全に学校生活を過ごせる

ように、教室や運動場等の

美化に取り組みます。 

②子どもに好ましい環境を

目指し、遊具等の設置や補

充を計画するとともに、老朽

①児童・保護者アンケート

「学校の美化は行き届いて

いる」の評価を、児童 4.1

保護者 4.3 以上に向上し

ます。（令和 5 年度児童

3.9 保護者 4.2） 

美化に関する教職員の自

①児童・保護者アンケート

「学校の美化は行き届い

ている」の評価を、児童

4.2 で目標に達しています

が、保護者は 4.3 で目標

に達しました。 

美化に関する教職員の自
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

化した設備を修理・改修し、

校内の安全性を向上しま

す。 

己評価 4.2 以上を目指し

ます。（令和 5 年度 4.1） 

②保護者アンケート「学校

の施設設備は安全を考慮

し整備されている」の評価

を 4.3 以上に向上します。

（令和 5 年度保護者 4.2） 

好ましい環境に関する教

員自己評価 4.0 以上を目

指します。（令和 5 年度

3.6） 

己評価は 3.8 で目標に達

しませんでした。 

②保護者アンケート「学校

の施設設備は安全を考慮

し整備されている」の評価

は 4.3 で目標に達しまし

た。 

好ましい環境に関する教

員自己評価は 3.3 で目標

に達しませんでした。 

校舎３階7教室のロッカー

の入れ替え、教室と廊下

の床の入れ替え、壁の塗

り替え。校舎外壁の修理

と塗り替え、屋上漏水対

策等大がかりな改修を行

いました。 

7.内部連携の

強化 

内部連携の強化 ①中学校 

 小中の系統的な学習が重

要であることを自覚し、小学

校・中学校それぞれの教員

の専門性を融合させ、質の

向上に努力します。私学に

おける 9 カ年の小中連携の

カリキュラムや実践方法を

協議し、組織的・計画的な

取り組みを模索します 

 授業やクラブ体験を設け、

中学の活動に親しみ、内部

進学者数の増加に努め、募

集活動を充実します。 

 

②幼稚園 

 幼小連絡会などを通じ、教

員間の相互理解と交流を深

めます。 

 絵本読み聞かせや合同物

①令和 5 年度は、中学内

部進学者 56 名（62％）で

した。（91名中）（令和6年

度中学入学者） 

令和6年度学園中学進学

は、内部進学者 70％以上

を目標とします。 

また、将来に向け、小中連

動のあり方を模索します。 

 

 

 

 

 

 

②令和 5 年度（令和 6 年

度生）は、幼稚園からの内

部進学者は 34 名でした。          

令和 6 年度（令和 7 年度

生）は、内部進学者 45 名

①令和 6 年度は、中学内

部進学者 57 名（63％）で

した。（91 名中）（令和 7

年度中学入学者） 

令和 6 年度学園中学進

学は、内部進学者 70％

以上を目標とします。 

また、将来に向け、小中

連動のあり方を模索しま

す。 

 

 

 

 

 

②令和 6 年度（令和 7 年

度生）は、幼稚園からの内

部進学者は 37 名でした。          

令和 7 年度（令和 8 年度

生）は、内部進学者 45名



- 45 - 

 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

作り体験を設け、小学校の

活動に親しんでもらい、内部

進学者数の増加に努め、募

集活動を充実します。 

以を目標とします。 以を目標とします。 

総合学園として幼稚園か

ら小学校、中学校へと児

童が健やかに成長し、円

滑に進学できるよう、それ

ぞれの校園の教員と連

携、協議していきます。 

8.児童募集の

対策 

 

児童募集対策 ①学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報活

動(パンフ配布)などの活動を

拡充します。 

外部幼稚園や幼児教室で

の入試説明会や体験授業

の実施し、外部からの受験

者増加につなげます。 

②外部幼稚園や幼児教室

への広報活動を拡充しま

す。 

 

①学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の情

報提供に関する教員自己

評価 4.3 以上を目指しま

す。（令和 5 年度 4.0） 

 

 

 

②令和 5 年度（令和 6 年

度入学生）は 79 名でし

た。（令和 6 年 1 月現在） 

令和 6 年度は集定員充

足 90 名以上を目標としま

す。 

①学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の情

報提供に関する教員自己

評価は 3.9 で目標に達し

ませんでした。 

 

 

 

②令和 6 年度（令和 7 年

度入学生）は 67 名でし

た。（令和 7年 1 月現在） 

令和 7 年度は集定員充

足 90名以上を目標としま

す。 

ホームページでの広報活

動に限らず、インターネッド

での広報活動を拡充し、

学校紹介や入試相談会

を認知してもらい、受験者

増加につなげていった。 

次年度に向けて、進学予

定者の幼稚園やこども園

と幼小連携で話し合った。 

また、入試説明会やオー

プンスクールを計画し、本

校を周知し、理解してもら

える機会を実施していく。 
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幼稚園                                     
Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

１ 原理原則 ヨコミネ式教育法による教育・保育を徹底

的に推進します。 

①学園幼稚園はヨコミネ式教育法で保護

者に選ばれる園になる。 

②進行予定表に従い全園児を予定通り

進捗させる。 

③原理原則からぶれず、教育・保育を推

進する。 

本園はヨコミネ式教育法に基づき、質の

高い教育・保育を推進しております。保護

者の皆様からの満足度調査では、全学

年総合で 4.4と高い評価を維持しており、

昨年度と同等の満足度を得られていま

す。学年別満足度については、2 歳児

4.4、満 3 歳児 4.5、3 歳児 4.3、4 歳児

4.5、5 歳児 4.3 でした。今後も、保護者

の皆様のご期待に応えられるよう努めて

まいります。 

２ 教育・保育方針 幼児活動研究会からヨコミネ式教育法の

教え（指導法）を学び、忠実に実践しま

す。 

①学園幼稚園は［守離破］の［守］の段階

であることを認識する。 

 （学園幼稚園独自の保育は［破］で相当

先の段階） 

ヨコミネ式教育法研修: 幼児活動研究会

より講師を招聘し、月 1 回終日、担任全

員を対象としたオンサイト研修を実施いた

しました。これにより、職員の指導力向上

を図り、教育内容の質の維持・向上に努

めました。 

専門講師による体操指導 : 各学年に対

し、年間 28 回（2 歳児は 37 回）の専門

講師による体操指導を実施いたしまし

た。発達段階に合わせた質の高い指導

により、園児の運動能力の発達と体力向

上を支援いたしました。 

3 目標 100％達成 教育・保育目標を全園児に達成させま

す。（時間のかかる子の親のことを考えよ） 

①そのために、出来る方法を考え工夫す

る。 

②その子が出来る環境、出来る課題を与

える。 

③飽きが来ると少しだけ難しい課題を与え

る。（これを繰り返す） 

④教員も自学自習する。 

読みでは、2 歳児のひらがな、3 歳児の

読書冊数、4・5 歳児の教材修了に伸び

しろが見られました。書きは、概ね順調な

がら 4 歳児で更なる進捗に期待。計算

は、各年齢で着実に進んでいます。体操

は、5 

5歳児の達成度が高い一方、２・３歳児で

成長の余地があります。生活習慣は、3

歳児が目標達成、2 歳児も良好な定着

を示しています。100％達成はなりません

でしたが、全体として、着実に成長を遂げ

ている状況です。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

4 保護者満足度の向

上 

保護者の意見・要望をよく聴き、必要と判

断したことは対策します。 

①よく聴くが、原理原則は変えない。 

②［苦情］［不満］は宝の山と心得る。［不

満］が無くなれば保護者満足は何倍にも

なって返ってくる。 (100-1＝0  100-

0=200) 

本園はヨコミネ式教育法に基づき、質の

高い教育・保育を推進しております。保護

者の皆様からのご意見・ご要望を把握す

るため、昨年度は行事ごと等、計 16回の

アンケート調査を実施し、貴重なご意見

をいただきました。 

今年度実施した保護者満足度調査で

は、全学年総合で 4.4 と高い評価を維持

しており、昨年度と同等の満足度を得ら

れています。学年別満足度については、

2 歳児 4.4、満 3 歳児 4.5、3 歳児全体

4.3、4 歳児全体 4.4、5 歳児全体 4.2 で

した。 

これらの結果と、日頃お寄せいただく保護

者の皆様の声に真摯に耳を傾け、より一

層ご満足いただけるよう、教育内容や保

育環境の改善に努めてまいります。 

5 

 

正課 （１）読み書き計算（辞書引き）［学ぶ力］ 

幼児教育では「読み書き計算」が最も重

要と認識します。 

①必ず毎日それぞれ 20 分ずつ行う。（難

しい日は 5分でも良いので必ず行う。） 

②行うことを習慣化させる。（かけっこ、音

楽を含む） 

③読み書き計算が小学校での知識教育

に強力な土台となる。 

④あくまでも「自学自習」が基本。 

本園では、学ぶ力の基礎として「読み書

き計算」を重視し、毎日の取り組みを原

則としました。読み・書き・計算に各 20分

（困難時は 5 分）を設定し、習慣化を促し

ました。 

達成状況として、読みの領域では、2 歳

児のひらがなへの興味、3 歳児のひらが

な・カタカナの読み、4・5 歳児の教材修

了に一定の成果が見られました。書きで

は、筆圧向上や鉛筆の持ち方の意識付

けを行いました。計算では、数の理解や

練習帳への取り組みを進めました。 

自学自習の基礎を育む指導を継続し、

小学校での学習につながる土台づくりに

努めてまいります。 

（2）体操・かけっこ［体の力・心の力］ 

①体操を通して［努力すること］を教える。

そして、努力すれば克服できることを知

る。 

②［体を強くする⇒心が強くなる⇒人に優

本園では、体操を通して「努力すること」

を教え、体を強くすることで心が強くなり、

人に優しくできることを目指しました。個々

の能力に合わせ難易度を高めた課題に

挑戦させ、自信を育みました。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

しくできる］ことが究極の目的。 

③その子にとってより難易度の高いことに

挑戦させることにより自信を付けさせる。 

達成状況として、3 歳児では全力のかけ

っこ、アザラシ 30 秒、壁逆立ち、ブリッジ

歩きで高い達成が見られました。4 歳児

以上ではブリッジ回転、助走付側転など

も含め、多くの項目で高い達成率を示し

ました。特に 5 歳児は、助走付側転、立

ちブリッジ回転、逆立ち歩き、三点倒立、

跳び箱8段において顕著な伸びが見られ

ました。一方、2 歳児の壁逆立ち、開脚

前屈、4 歳児の逆立ち歩き、三点倒立は

課題が残りました。 

努力することの指導と挑戦による自信の

育成は着実に進んでいます。課題項目に

ついては、指導方法を工夫し、更なる運

動能力の向上を目指します。 

6 

 

 

 

預かり保育 

 

［遊びから学ぶ］保育を実践します。（「自

由に遊ばせておく」こととは異なる。） 

①預かり保育の保育を受けさせたいので

［預かり保育］を利用すると保護者から言

ってもらえるような質の高い保育を行う。 

②教員はどのような遊びの経験が［学びに

向かう力］につながるのか常に考え保育す

る。 

③ヨコミネ式中心の正課を補完するため、

「製作」、「遊び」、「ダンス」等の質の高い

保育を提供します。 

④教員は［遊びから学ぶ］保育の本質を

学習します。 

預かり保育では、遊びを通じた学びを重

視し、質の高い保育を提供。教員は遊び

と学びの繋がりを意識し、製作やダンス

等、多様な活動を実施しました。 

保護者満足度調査では、全体で 4.1 の

評価をいただきました。昨年度と同程度

の評価で、特に 4 歳児は 4.4 と高評価で

した。 

ご意見を踏まえ、遊びの質の向上や環境

整備に努め、より満足いただける預かり保

育を目指します。 

7 行事 （1）参観 

普段の教育・保育をそのまま見てもらい、

保護者に子どもの成長を実感してもらう。 

（このため、令和 6 年度は参観の実施回

数を削減した。） 

本園では、教育活動へのご理解を深めて

いただくため、各学期に 1 回の保育参観

を実施いたしました。回数を精選すること

で、園児の成長の節目を保護者の皆様

に実感していただけたと考えております。 

また、土曜日にも 1 回参観日を設け、平

日にご都合のつかない保護者の方にもご

参加いただく機会を提供いたしました。さ

らに、親子で保育に参加する「ふれあい
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

参観」を 1回開催し、子どもたちの普段の

様子を間近で触れ合っていただくことがで

き、大変ご好評をいただきました。 

（2）運動会・発表会 

①できるだけ、普段の教育成果を披露す

る場にする。 

②行事の為の練習は可能な限り最小限に

とどめる。（正課の時間が少なくなる。） 

運動会、体操発表会、音楽発表会は、

日頃の教育活動の成果を披露する場と

して実施し、各発表会において、子どもた

ちの成長した姿を多くの保護者の皆様に

ご覧いただくことができました。 

アンケート調査の結果、運動会と体操発

表会では 9 割以上の方から満足との回

答をいただき、音楽発表会にも多くの肯

定的なご意見が寄せられました。 

これは、特別な練習を最小限に留めなが

らも、子どもたちが主体的に楽しんで参加

できたこと、そして日々の保育で培ってき

た力が発揮されたことによるものと考えら

れます。 

今後も、保護者の皆様からのご意見を参

考に、より質の高い発表の場となるよう努

めてまいります。 

8 躾 躾すなわち、基本的な礼儀やマナー、他

人への思いやりは重要。 

これは大人になっても活きる。 

①挨拶 

②「はい」の返事 

③靴を揃える 

④約束を守る 

⑤嘘をつかない 

⑥友だちと仲良くする 

躾の指導においては、挨拶や返事、靴を

揃えるといった基本的な礼儀作法から、

約束を守る、嘘をつかない、友だちと仲

良くするといった社会性の基礎まで、年

間を通して継続的に取り組みました。その

結果、多くの子どもたちに意識の変化と行

動の改善が見られ、概ね計画を達成でき

たと考えられます。今後も、ヨコミネ式教

育法に基づき、子どもたちの社会性と豊

かな心を育むための躾を丁寧に実践して

まいります。 

9 教員の資質向上 ①精一杯挨拶する。 

②保育室・職員室を綺麗にする。（掃除・

整理整頓、断捨離） 

③保育の勉強を自学自習する。 

④（結果ではなく）子どもの努力を褒める。 

⑤常識を磨く。（「保育者に求められる

質の高い教育のため、教員の資質向上

に注力。特に挨拶を徹底し、園全体の雰

囲気を高めました。保育室・職員室の美

化、保育の自学自習、子どもの努力を褒

めること、常識の再確認、丁寧な言葉遣

いを意識しました。これらの取り組みを通

https://tinyurl.com/22ovcnko
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

100の常識」を熟読する） 

⑥子どもに丁寧に接する。 

し、教職員一同、保育の質の向上に努め

てまいりました。 

10 特別支援 ①その子に関心を持つ。 

②その子が興味を持つことを探し、出来る

環境を与える。 

③専門知識の習得に努める。 

④インクルーシブ保育を実りあるものにす

る。 

本園では、すべての子どもたちが共に育

ち合うインクルーシブ保育の理念に基づ

き、キンダーカウンセラーによる職員研修

や保育巡回、個別相談、また、特別支援

の専門資格をもつ園長補佐による保育

補助、文章の発信などを通して、特別支

援教育を推進いたしました。教職員全体

で子どもの個性や発達段階への理解を

深め、興味関心に基づいた主体的な学

びを促す環境づくりに努めました。専門知

識の習得にも励み、インクルーシブ保育

の実践に取り組みました。今後も、専門

機関との連携を密にし、より質の高い特

別支援教育を提供できるよう努めてまい

ります。 

11 2歳児クラスの充実 令和 6 年度新設する 2 歳児クラス（新り

す組）の保育水準の向上を図ります。 

①教育・保育目標を達成する。 

②体操、リトミック・合奏、造形表現を充実

させる。 

③保護者の信頼を得る。 

④保護者の評価を得て、次年度の募集に

つなげる。 

令和 6 年度新設の 2 歳児クラス（新りす

組）において、教育・保育目標の達成、活

動の充実、保護者の信頼獲得、次年度

募集への繋がりを目指し保育を実施いた

しました。 

読み書き計算では、ひらがなは 70～90%

程度、書きは 100%、計算は 67%～76%

程度の達成状況でした。体操は、種類に

より達成度に幅が見られました。リトミック・

合奏は週 2 回、造形表現は週 2 回実施

いたしました。 

保護者の皆様との丁寧なコミュニケーシ

ョンを心がけ、一定の信頼を得ることがで

きました。 

12 園児募集 0～2 歳児の募集に注力する。 

①「遊ぼう会」の質的向上を図る。 

②「つどいの広場」を充実させる。 

 

 

本園では、0～2 歳児の入園促進のため

「遊ぼう会」を年間 10 回以上開催し、毎

回約 20 組以上の参加がありました。「つ

どいの広場」も年 6 回開催し、参加者は

増加傾向にあります。これらの活動を通

https://tinyurl.com/22ovcnko
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し、早期からの入園に関心を高めることが

できました。次年度も継続し、入園促進に

繋げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 52 - 

 

保育園                                     
Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

１ 重点取組課題 （１）事故防止対策の強化 

事故の発生削減と重大な事故を未然に防ぐ

ために教職員の安全教育を徹底します。 

・外部研修への参加、マニュアルの熟読等 

・ヒヤリハット報告と教職員間の月ごとの集計

による情報共有 

・安全点検の実施 

・食中毒防止の徹底 

（２）感染症対策の強化 

・流行している感染症の知識習得・情報収集

に努めます。 

・施設、備品等の消毒を徹底します。 

・保育室の換気、室温、湿度等に十分留意

します。 

・教職員の健康管理を徹底します。 

（３）学園幼稚園との連携強化 

施設の共同利用、行事への参加、合同保育

等より連携を強化し、保育レベルの向上、内

部進学の強化を図ります。 

（１） 事故防止対策の強化 

計画通り推進しんました。 

 

（２）感染症対策の強化 

  ・感染症が出た場合、保護者に知

らせ、感染の拡大を防ぎました。 

・ 計画通り推進しました。 

（２） 学園幼稚園との連携強化 

施設の共同利用を進めました。 

内部進学率は１００％でした。 

２ 保育の質の確保・向

上 

（１）教職員の資質・専門性の向上 

園外研修、園内研修について計画的な受講

を通して、教職員等の資質・専門性の向上

に務めます。園内研修では外部講師を招い

て、学園幼稚園と同様にヨコミネ式教育法の

習得・向上を図ります。 

外部研修は積極的に受講しました。 

年６回の幼児活動研究会の指導者に

よる指導を受けました。 

（２）設定保育の強化・充実 

かけっこ・体操、造形表現、リトミック、学習

［文字・数字・国旗・地理など］、絵本の読み

聞かせをより一層強化・充実させます。 

また、専門家による設定保育を、教職員が

共に行うことにより、教職員の保育スキルの

向上に努めます。 

計画通りに実施しました。 

（3）保育体制の充実 

休憩対応保育士の配置、配置基準以上に

教職員を配置する等保育体制を充実 

計画通りに実施しました。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

し、向上を図ります。 

（4）インクルーシブ保育の充実 

インクルーシブ保育についての専門知識の

習得・実践に務めます。 

実践に努めました。 

3 働き方改革への取り

組み 

（１）DXの推進 

コドモン、ビジネスチャット等の活用によりデジ

タルシフトを推進し、教職員の事務負 

担を軽減するとともに保護者の方の利便性

にも配慮します。 

計画通りに実施しました。 

（２）ペーパーレスの推進 

必要なもの以外は紙での配付等を廃止し、

事務負担を軽減するとともに保護者の方の

利便性にも配慮します。 

 

計画通りに実施しました。 

4 保護者満足度の向

上 

（１）休園をしない体制 

園事情による休園をしない体制をつくります。 

園事情では休園はありません。 

（２）保育映像の提供 

保育風景を録画し、ＹＯＵ ＴＵＢＥの限定公

開機能により自宅等で見ることができる 

機会を継続的に提供します。 

［注］公開期間は短期間に限定。ＵＲＬを秘

匿し検索できない設定とします。 

保育風景・行事の動画を頻繁に、即

日限定公開しました。 

（３）情報の共有化の推進 

ビジネスチャット、コドモンを通して、保護者の

方と園との必要な情報をタイムリーに共有し

ます。 

保護者の方と情報の共有、連絡を行

いました。 

5 

 

社会貢献・文化活

動の推進 

（１）地域枠の設定 

地域枠の設定により、地域の待機児童、保

留児童の解消に貢献します。 

地域枠の園児も受け入れています。 

6 

 

 

 

園児募集 

 

（１）内部関係者への告知の強化 

学園の教職員、保護者の方等への継続的

な広報等により保護者会・同窓会・後援会等

の学園関係者への認知度を向上に務め、安

定的な園児確保につなげます。 

学園新聞に保育園の頁を開設し、保

育園の活動の広報に努めました。 

園児の作品等の掲示を行い（銀行・シ

ョッピングセンター・他）園の認知度を

向上させ、園児募集につなげました。 



- 54 - 

 

Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

（３） WEB サイト、SNSによる広報の充実 

  WEB サイトの充実、Facebook 等の SNS

のホフォロワー数の増加により、園の認知

度を向上させ、園児募集につなげます。 

WEBサイトからのネット申し込みが相当

数ありました。 

（3）歳児別人数の適正化 

園児の歳児別定員にそった園児募集を心が

け、歳児別人数にばらつきがないよう 

にします。 

歳児別定員については、本年度は人

数の適正化を実現できました。 

（4）キャンセル待ちの確保 

キャンセル待ちの園児を常時確保し、園児

が途中で退園してもすぐに欠員を補充で 

きる体制をとります。 

計画通りに実施しました。 

（5）自社枠の確保 

令和 5 年度より義務化された自社枠の定員

枠について、学園の教職員への告知を 

強化します。 

令和６年度は自社枠３名を充足しまし

た。 
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主な新規事業計画                            
Ｎｏ 事業名称 担当校園 実施状況 

１ 総合ﾎｰﾙ 1階 食堂ﾘﾆｭｰｱﾙ工事(100周年事業) 本部 ○ 

２ 小学校ﾘﾆｭｰｱﾙ工事 小学校 ○ 

３ 総合ﾎｰﾙ 1~4階ﾄｲﾚﾘﾆｭｰｱﾙ工事 高校 ○ 

4 清風学舎 東側系統 GHP更新工事(1 年目/3 年) 短期大学 ○ 

5 学園町北ｴﾘｱ 受電ｷｭｰﾋﾞｸﾙ取替工事 本部 ○ 

6 空調更新工事(1~4階東側系統･6階) 中学校 ○ 

7 学内ｻｰﾊﾞｰ入替 本部 ○ 

8 児童用個人ﾛｯｶｰ+教員用ﾛｯｶｰ(教室分)の入替え 小学校 ○ 

9 高校本館 外壁(南面)補修工事(1年目/3年)  高校 ○ 

１0 教職員用 Win10PC ﾘﾌﾟﾚｰｽ 本部 ○ 

１1 高校東館 北面 漏水対策工事 高校 ○ 

１2 ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ化 高等学校 ○ 

１3 体育館 空調新規設置工事 短期大学 ✕ 

１4 温水ﾌﾟｰﾙ 施設設備改修工事(2 年目/9年) 高校 ○ 

１5 第 2 飯盛嶺校舎ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ工事 高校 ○ 

１6 高校本館 2 階屋上ﾊﾞﾙｺﾆｰ防水工事 高校 ○ 

１7 温水ﾌﾟｰﾙ 施設設備改修工事(2 年目/9年) 高校 ○ 

18 HONDA ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｼﾐｭﾚｰﾀｰ導入 大学ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 ○ 

19 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ入替 短期大学 ○ 

20 消防設備工事 高等学校 ✕ 

21 剣道場 空調工事 高等学校 ○ 

22 ﾌﾚｯﾂ光ｸﾛｽ導入 本部 ○ 

    ［注］投資額順（降順）に掲載。 



- 56 - 

 

3．財務の概要 

（1）決算の概要 

①貸借対照表関係 

  ア．貸借対照表の状況と経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ．財産比率の経年比較 
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②資金収支計算書関係 

ア．資金収支計算書の状況と経年比較 

 

 

 

 



- 58 - 

 

イ．活動区分資金収支計算書の状況と経年比較 
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ウ．財務比率（教育活動資金収支差額比率）の経年比較 

 

  

 

 ③事業活動収支計算書関係 

ア．事業活動収支計算書の状況と経年比較 
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     イ．財務比率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）その他 

 ①有価証券の状況 

  

  

 

②借入金の状況 

  借入金はありません。 

 ③学校債の状況 

  学校債はありません。 

 ④寄付金の状況 

  

 

 

 ⑤補助金の状況 

 

  

  

 

 

 ⑥収益事業の状況 

  収益事業はありません。 

 

 ⑦関連当事者等との取引の状況 

  当該取引はありません。 

 

 ⑧学校法人間財務取引 

  当該取引はありません。 
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（3）経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策 

 

本学園は 2026（令和 8）年度に創立 100周年を迎えます。現在、財務運営に関する大きな課題はご

ざいませんが、今後とも少子化が進むなかで安定した経営を維持していくためには、更なる財務の健全化

に加え、次世代を担う教職員の育成や、キャンパスや設備の更新に計画的に取り組んでいく必要がありま

す。これら諸問題を着実に克服しつつ、万全の態勢で創立 100 周年を迎えることができますよう、本学

園は 2022（令和 4）年 4月に「長期ビジョン・第三次中期計画」を策定しています。以下、中期経営計画

の 3年目となる 2024（令和 6）年度決算を踏まえ、その成果と今後の改善策についてご説明します。 

 

まず、財務面ですが、高等学校の在籍者数は引き続き増加基調にあり、学校法人全体の教育活動収

入は増加していますが、総人件費が上昇し、100周年記念事業への支出もピークを迎えていることから、

教育活動収支差額は約 158百万円のマイナスとなりました。本学園が重要な経営指標のひとつと捉え

ております経常収支差額も、中期計数計画目標、前年度決算を、ともに下回る結果となりました。今後

は、各校園における募集力の更なる強化に加え、優先順位の低い支出の削減や繰延べに努める方針で

す。また、従来から課題のひとつと捉えていました人件費率は、2019 （令和元）年度には全学平均で 

73.0％まで上昇していましたが、2023（令和 5）年度決算では 64.4％まで低減していました。2024（令和

6）年度は、64.7％に反転上昇しており、今後は、教職員の配置や雇用形態の適正化等を図りたいと考え

ています。 

 

次に、人材育成面では、より多様化する学生・生徒のニーズや複雑化する教育行政に、迅速かつ的確

に対応できる職員の育成が急務になっています。教員一人ひとりの指導力を底上げすべく、外部コンサル

タントによる研修制度を継続するとともに、教員・職員の双方で人事評価制度の運用を継続しています。 

 

設備面では、創立 100周年を迎えるに当たり、2024（令和 6）年度は食堂のリニューアルを終え、小

学校校舎の大規模改修に着手しています。2025（令和 7）年度には、大東市による四条畷駅周辺整備

事業の進捗に併せ、大東市道を挟む南北校地の一体化に向けて、四条畷駅前正門等の改修工事の設

計・施工に着手します。四條畷学園の歴史を象徴し、学生、生徒、児童、園児、そして保護者や地域の

皆さまにも、より使い勝手の良いキャンパスになりますよう、今後とも慎重に計画を進めます。 

 

少子化が一段と加速するなか、人件費の上昇やインフレによる物件費の上昇が続くなど、私立学校を

取り巻く環境は、依然として厳しい状況が続くかと思われますが、教職員一同、教育の質の向上とともに、

財務内容の改善に全力で取り組んでまいります。関係者の皆さまにおかれましては、今後とも倍旧のご指

導ご鞭撻を賜わりますよう、何とぞよろしくお願い申し上げます。 
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４．各種グラフ 

  

 

 

 

【校園別】　学生生徒等　入学生数推移 単位：人

入学者数推移 2020 2021 2022 2023 2024

年度 年度 年度 年度 年度

リハビリテーション学部 57 65 61 72 54

看護学部 86 90 77 91 75

保育学科 78 107 100 78 64

ライフデザイン総合学科 76 68 66 49 44

高 等 学 校 322 383 605 497 592

中　学　校 160 136 165 158 144

小　学　校 90 80 88 80 74

3 幼　稚　園 105 99 81 77 96
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満3歳児は年間実績
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【校園別】　学生生徒等　在籍者数推移 単位：人

在籍者数推移 2020 2021 2022 2023 2024

年度 年度 年度 年度 年度

リハビリテーション学部 255 261 257 257 248

看護学部 345 347 338 338 325

保育学科 161 190 206 178 136

ライフデザイン総合学科 140 141 138 117 94

高 等 学 校 1,143 1,099 1,278 1,433 1,618

中　学　校 484 448 451 453 462

小　学　校 564 548 535 514 489

3 幼　稚　園 328 333 306 281 272
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リハビリ 看護学部 保育学科 ライフ 高等学校 中学校 小学校 幼稚園

満3歳児は年間実績
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